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2広報いが市 2018 年（平成 30 年） 10 月１日号

◆
墓
前
式
典

　
午
前
８
時
30
分
～
　
愛
染
院
　
故
郷
塚

◆
献
花
・
献
菓

　
午
前
９
時
10

分
～

　
伊
賀
鉄
道
上
野
市
駅
前
　
芭
蕉
翁
銅
像

　
午
前
９
時
20

分
～

　
市
役
所
前
　
芭
蕉
翁
文
学
碑
「
自
然
」

◆
芭
蕉
祭
式
典

　
午
前
９
時
25

分
～
11

時
30

分

　
上
野
公
園
　
俳
聖
殿
前

＊
俳
聖
殿
内
の
芭
蕉
翁
座
像
へ
の
献
茶
・
献
花
・

献
菓
、
献
詠
俳
句
・
連
句
の
披
講
・
奉
納

＊
文
部
科
学
大
臣
賞
受
賞
者
、
献
詠
俳
句
特

選
者
、
献
詠
連
句
特
選
者
、
三
重
県
知
事

賞
、
芭
蕉
祭
ポ
ス
タ
ー
最
優
秀
賞
、
絵
手

紙
最
優
秀
賞
の
受
賞
者
へ
の
表
彰

＊
芭
蕉
祭
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
バ
ン
ド
の
演

奏
に
合
わ
せ
て
、
芭
蕉
祭
市
民
合
唱
団
、

芭
蕉
祭
子
ど
も
合
唱
団
に
よ
る
「
芭
蕉

さ
ん
」
、「
芭
蕉
」
、「
芭
蕉
翁
讃
歌
」
、「
奥

の
細
道
」
の
合
唱

＊
バ
ル
ー
ン
リ
リ
ー
ス
：
児
童
生
徒
の
部

の
特
選
句
を
風
船
に
つ
け
、
空
へ
飛
ば

し
ま
す
。

◆
全
国
俳
句
大
会

　当
季
雑
詠
　
１
人
３
句
以
内

※
未
発
表
句
に
限
る
。

※
申
込
不
要

○
と
き
：
10

月
12

日
㈮

　
午
後
１
時
30

分
～
４
時

※
投
句
場
所
・
締
切

俳
聖
殿
前
式
典
会
場
：
正
午

ハ
イ
ト
ピ
ア
伊
賀
５
階
：
午
後
０
時
45

分

○
と
こ
ろ
：
ハ
イ
ト
ピ
ア
伊
賀

　
５
階
多
目
的
大
研
修
室

◆
芭
蕉
祭
ポ
ス
タ
ー
原
画
展

○
と
き
：
９
月
29

日
㈯
～
10

月
12

日
㈮

　
午
前
８
時
30

分
～
午
後
５
時
　
　

○
と
こ
ろ
：
芭
蕉
翁
記
念
館

○
と
き
：
10

月
13

日
㈯
～
21

日
㈰

　
午
前
９
時
～
午
後
５
時
　
　

○
と
こ
ろ
：

　
ハ
イ
ト
ピ
ア
伊
賀
　
５
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー

◆
芭
蕉
祭
短
冊
展

　
（
児
童
・
生
徒
の
部
特
選
句
）

○
と
き
：
10

月
13

日
㈯
～
31

日
㈬

　
午
前
８
時
30

分
～
午
後
５
時

○
と
こ
ろ
：
芭
蕉
翁
記
念
館

　
芭
蕉
翁
の
業
績
を
称
え
遺
徳
を
偲
ぶ
芭
蕉
祭
を
、
芭
蕉
翁
の
命
日
の
10

月
12

日
を
中

心
に
行
い
ま
す
。
式
典
を
は
じ
め
記
念
講
演
会
や
全
国
俳
句
大
会
の
ほ
か
、
各
種
団
体

の
皆
さ
ん
に
よ
る
協
賛
事
業
が
催
さ
れ
、
俳
句
愛
好
家
や
芭
蕉
翁
を
慕
う
人
た
ち
が
参

加
し
、
文
化
薫
る
歴
史
の
ま
ち
の
風
物
詩
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
芭
蕉
祭
行
事
に
は
、
ど
な
た
で
も
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
の
で
、
お
誘
い
合
わ
せ
の

う
え
、
多
数
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

関
連
行
事

と

　き
：
10
月
12
日
㈮

平成30年度

 第72回 芭蕉祭
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◆
絵
手
紙
展
「
拝
啓
　
芭
蕉
さ
ん
」

○
と
き
：
10

月
12

日
㈮
～
31

日
㈬

○
と
こ
ろ
：
銀
座
の
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
　

◆
Ｊ
Ｒ
関
西
本
線
沿
線
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　
「
芭
蕉
さ
ん
の
ふ
る
さ
と
を
訪
ね
て
」

※
予
約
募
集

○
と
き
：
10

月
13

日
㈯

　
午
前
９
時
50

分
集
合

　
午
後
３
時
解
散
予
定

○
コ
ー
ス
：

柘
植
駅
（
集
合
）
→
徳
永
寺
→
柘
植
歴
史

民
俗
資
料
館
→
萬
壽
寺
→
芭
蕉
公
園
→
芭

蕉
翁
生
誕
宅
址
→
横
光
公
園
→
柘
植
駅

（
解
散
）

※
案
内
は
「
山
出
区
語
り
部
の
会
」

※
当
日
午
前
７
時
に
気
象
警
報
が
出
て
い
る

場
合
は
中
止

○
定
員
：
先
着
60

人

○
申
込
期
限
：
10

月
10

日
㈬

○
申
込
方
法
：
電
話

○
申
込
先
：
交
通
政
策
課
☎
22
・
９
６
６
３

◆
芭
蕉
祭
特
別
展

　
　
　
「
日
本
の
四
季
と
芭
蕉
　
秋
」

○
と
き
：
9

月
22

日
㈯
～
12

月
27

日
㈭

　
午
前
８
時
30

分
～
午
後
５
時

　
（
入
館
は
午
後
４
時
30

分
ま
で
）

○
と
こ
ろ
：
芭
蕉
翁
記
念
館

○
と
き
：
10

月
11

日
㈭
午
後
１
時
30

分
～

　
（
受
付
：
午
後
１
時
～
）

○
と
こ
ろ
：
ハ
イ
ト
ピ
ア
伊
賀

　
５
階
多
目
的
大
研
修
室

○
演
題
：
「
宗
因
と
伊
勢 

新
考
」

○
講
師
：
尾
崎

　千
佳
さ
ん

◆
芭
蕉
さ
ん
の
ふ
る
里
絵
手
紙
展

○
と
き
：
10

月
1

日
㈪
～
11

日
㈭

○
と
こ
ろ
：
銀
座
の
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー

◆
瓢

ひ
ょ
う

竹ち

く

会か

い

（
審
好
会
（
一
）
）
茶
会

○
と
き
：
10

月
12

日
㈮

　
午
前
９
時
30

分
～
午
後
３
時

○
と
こ
ろ
：

　芭
蕉
翁
記
念
館

　茶
室

◆
野
点
茶
会

○
と
き
：
10

月
12

日
㈮

　
午
前
９
時
～
午
後
３
時
30

分

○
と
こ
ろ
：

　芭
蕉
翁
記
念
館
前
広
場

◆
郵
便
局
臨
時
出
張
所

　
（
切
手
・
は
が
き
の
販
売
）

○
と
き
：
10

月
12

日
㈮

　
午
前
11

時
～
午
後
３
時

○
と
こ
ろ
：

　
芭
蕉
翁
記
念
館
前
広
場

◆
く
み
ひ
も
・
菓
子
販
売

○
と
き
：
10

月
12

日
㈮

　
午
前
10

時
～
午
後
４
時

○
と
こ
ろ
：

　芭
蕉
翁
記
念
館
前
広
場

◆
骨
董
市

○
と
き
：
10

月
12

日
㈮

　
午
前
10

時
～
午
後
４
時

○
と
こ
ろ
：

　芭
蕉
翁
記
念
館
前
広
場

◆
芭
蕉
ふ
る
さ
と
連
句
大
会

○
と
き
：
10

月
12

日
㈮

　
午
後
１
時
～
５
時
　

○
と
こ
ろ
：

　
ハ
イ
ト
ピ
ア
伊
賀
　
５
階
学
習
室
２

◆
俳
画
展

○
と
き
：
10

月
12

日
㈮

　
午
前
10

時
～
午
後
４
時
30

分

○
と
こ
ろ
：

　
ハ
イ
ト
ピ
ア
伊
賀
　
５
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー

◆
切
手
展

○
と
き
：

　
10

月
11

日
㈭
　
午
前
10

時
～
午
後
３
時

　

12

日
㈮
　
午
前
10

時
～
午
後
４
時

○
と
こ
ろ
：

　
ハ
イ
ト
ピ
ア
伊
賀
　
５
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー

芭
蕉
祭
記
念
講
演
会

ー
歌
枕
俳
枕
講
座
ー

協
賛
行
事

【
問
い
合
わ
せ
】　○文化交流課　☎22・９６

２
１
　
ＦＡＡ
22

・
９
６
１
９

○（
公
財
）
芭
蕉
翁
顕
彰
会

　
☎
21

・

４

０

８

１

　
ＦＡＡ
51

・
６
７
９
６
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※写真は昨年度開催のえひめ国体の

様子

大
会
愛
称

　「
三
重
と
こ
わ
か
国
体
」

　
大
会
の
愛
称
と
な
っ
て
い
る
「
と
こ
わ

か
（
常
若
）」
と
は
、「
い
つ
も
若
々
し
い

こ
と
。
い
つ
ま
で
も
若
い
さ
ま
。」
を
表

現
す
る
言
葉
で
す
。

　
第
76
回
国
民
体
育
大
会
は
、「
活
力
に

満
ち
た
元
気
な
三
重
」
に
つ
な
が
る
大
会

を
め
ざ
し
て
お
り
、
三
重
の
人
、
地
域
、

そ
し
て
来
訪
者
の
全
て
が
活
力
に
満
ち

元
気
に
な
る
こ
と
を
願
い
、「
と
こ
わ
か
」

の
言
葉
に
託
し
て
い
ま
す
。

大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン

　「
と
き
め
い
て
人

　
　
か
が
や
い
て
未
来
」

　
競
技
に
参
加
す
る
人
の
躍
動
感
あ
ふ

れ
る
姿
や
、
競
技
を
見
る
人
、
支
え
る
人

の
い
き
い
き
と
し
た
姿
と
、
大
会
に
関
わ

る
全
て
の
人
が
、
大
会
を
通
じ
て
夢
と
感

動
、
喜
び
と
充
実
感
を
味
わ
え
る
よ
う
に

と
の
思
い
を
「
と
き
め
い
て
」
に
込
め
て

い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
大
会
後
も
将
来
に
わ
た
り
、

こ
の
よ
う
な
と
き
め
き
を
大
切
に
、
人
や

地
域
が
い
つ
ま
で
も
元
気
で
あ
り
続
け

て
い
く
よ
う
な
未
来
を
願
い
、
そ
の
思
い

を
「
か
が
や
い
て
」
に
託
し
て
い
ま
す
。

◆
国
民
体
育
大
会
と
は

　
国
民
体
育
大
会
（
国
体
）
は
、
京
都
府

を
中
心
と
し
た
京
阪
神
地
域
で
開
始
さ
れ

た
大
会
を
始
ま
り
と
し
て
、
現
在
で
は
、

都
道
府
県
持
ち
回
り
で
毎
年
開
催
さ
れ
て

い
る
国
内
最
大
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
で
す
。

　
広
く
国
民
の
間
に
ス
ポ
ー
ツ
を
普
及

し
、
国
民
の
健
康
増
進
と
体
力
の
向
上
を

図
り
、
併
せ
て
地
方
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
と

地
方
文
化
の
発
展
に
寄
与
す
る
と
と
も

に
、
国
民
生
活
を
明
る
く
豊
か
に
し
よ
う

と
す
る
も
の
で
す
。

◆
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
と
は

　
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
は
、
障
が

い
の
あ
る
選
手
が
競
技
な
ど
を
通
し
て
ス

ポ
ー
ツ
の
楽
し
さ
を
体
験
す
る
と
と
も

に
、
国
民
の
障
が
い
に
対
す
る
理
解
を
深

め
、
障
が
い
の
あ
る
人
の
社
会
参
加
の
推

進
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
障
が

い
者
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
で
す
。

　
三
重
県
で
は
、こ
の
大
会
の
愛
称
を「
三

重
と
こ
わ
か
大
会
」
と
し
て
い
ま
す
。

三
重
と
こ
わ
か
国
体
・
大
会
開
催

〈
国
　
体
〉
　
２
０
２
１
年
９
月
25
日
㈯
～
10
月
５
日
㈫

〈
大
　
会
〉
　
２
０
２
１
年
10
月
23
日
㈯
～
10
月
25
日
㈪

開催まで

あと３年

　2021年に三重県で第 76回国民体育大会「三重とこわか国体」が開催されます。

三重県では、1975年の第 30回大会以来 46年ぶりの開催となります。
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◆
実
施
対
象
競
技

　
冬
季
大
会
を
除
く
実
施
競
技
は
、「
正

式
競
技
」
37
競
技
、「
公
開
競
技
」
５
競
技
、

「
特
別
競
技
」
１
競
技
、「
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
ス
ポ
ー
ツ
」
が
あ
り
ま
す
。

◆
正
式
競
技
と
は

　
実
施
競
技
の
う
ち
都
道
府
県
対
抗
の
得

点
対
象
と
な
る
競
技
（
天
皇
杯
・
皇
后
杯

対
象
競
技
）
と
な
る
37
競
技
の
こ
と
を
い

い
ま
す
。

◆
特
別
競
技
と
は

　
高
等
学
校
野
球
の
こ
と
で
、
都
道
府
県

対
抗
の
得
点
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

◆
公
開
競
技
と
は

　
都
道
府
県
代
表
の
参
加
に
よ
り
中
央
競

技
団
体
主
導
で
開
催
す
る
競
技
の
こ
と
で

す
。
三
重
県
で
は
５
競
技
実
施
さ
れ
、
都

道
府
県
対
抗
の
得
点
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

◆
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
ス
ポ
ー
ツ
と
は

　
県
民
の
国
体
へ
の
参
加
機
会
を
よ
り
多

く
設
け
、
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
き
っ
か
け

づ
く
り
を
目
的
と
し
た
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
ス
ポ
ー
ツ
で
あ
り
、
子
ど
も
か
ら
高
齢

者
ま
で
幅
広
い
年
齢
層
の
人
が
気
軽
に
参

加
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
都
道
府
県
対

抗
の
得
点
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

いなべ市

菰野町

桑名市

四日市市

鈴鹿市亀山市

津市

松阪市

明和町

玉城町

度会町

大台町
大紀町

紀北町

御浜町

紀宝町

尾鷲市

熊野市

南伊勢町

伊勢市
鳥羽市鳥羽市

志摩市

多気町

伊賀市

名張市

東員町

木曽岬町

朝日町

川越町

＊三重とこわか国体・三重とこわか大会会場地マップ＊

水泳（アーティス

ティックスイミング）
少年女子

水泳（水球）
少年男子

女子

水泳（飛込） 全種別

水泳（競泳） 全種別

サッカー 成年男子

ハンドボール 成年男女

ソフトテニス 全種別

ゴルフ 少年男子

ラグビーフット

ボール

少年男子

女子

軟式野球 成年男子

馬術
成年男女

少年

水泳 身・知

サッカー 知

鈴鹿市

サッカー 少年男子

テニス 全種別

軟式野球 成年男子

空手道 全種別

ゴルフ 成年男子

自転車（トラック）

成年男子

少年男子

女子

カヌー（スプリント）全種別

体操（競技） 全種別

体操（新体操） 少年女子

体操（トランポリン）男子・女子

バレーボール 身･知

四日市市

サッカー 女子

ハンドボール 少年女子

軟式野球 成年男子

剣道 全種別

クレー射撃 成年

伊賀市

フライングディスク 身･知

ゴルフ 女子

武術太極拳 公開競技

パワーリフティング 公開競技

東員町

桑名市

ソフトボール 成年男子

グランドソフトボール 身
明和町

アーチェリー 全種別

高等学校野球（軟式）特別競技

ゲートボール 公開競技

アーチェリー 身

フェンシング 全種別

陸上競技 全種別

サッカー 女子

卓球 全種別

相撲
成年男子

少年男子

バドミントン 全種別

高等学校野球（硬式）特別競技

陸上競技 身･知

卓球 身･知･精

ボッチャ 身

松阪市

カヌー

（スラローム・ワイ

ルドウォーター）

成年男女
松阪市

多気町

朝日町

正式競技 19市町 37競技

正式競技

身…身体障がい者が出場できる競技

知…知的体障がい者が出場できる競技

精…精神障がい者が出場できる競技

9市町 14競技

特別競技 3市 1競技

公開競技 5市町 5競技

ボクシング

成年男子

少年男子

成年女子

ソフトボール 少年男子

トライアスロン 成年男女

フットベースボール 知

ボート 全種別

ソフトボール 少年女子

グラウンド・ゴルフ 公開競技

ソフトボール 知

志摩市

大台町

紀北町

鳥羽市

伊勢市

水泳（オープンウォー

タースイミング）

男子

女子

ソフトボール 成年女子

ラグビーフットボール 成年男子

尾鷲市

熊野市

ハンドボール 少年男子

自転車 (ロード）

成年男子

少年男子

女子

いなべ市

軟式野球 成年男子

ウエイトリフティング

成年男子

少年男子

女子
亀山市

スポーツクライミ

ング（リード）
全種別

全種別
スポーツクライミン

グ（ボルダリング）

菰野町

ホッケー 全種別

軟式野球 成年男子

弓道（近的） 全種別

弓道（遠的） 全種別

綱引 公開競技

名張市

バレーボール 全種別

ビーチバレーボール 少年男女

バスケットボール 全種別

レスリング

成年男子

少年男子

女子

柔道

成年男子

少年男子

女子

なぎなた
成年女子

少年女子

ボウリング 全種別

セーリング 全種別

ライフル射撃 全種別

高等学校野球（硬式）特別競技

ボウリング 知

バスケットボール 知

車いすバスケット

ボール
身

バレーボール 精

津市

伊賀市

総合
開・閉会式
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◆
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー「
と
こ
ま
る
」

　
三
重
県
を
代
表
す
る
ト
ッ
プ
ブ
ラ
ン
ド

の
ひ
と
つ
で
も
あ
る
伊
勢
え
び
を
モ
チ
ー

フ
に
し
て
い
ま
す
。

　
伊
勢
え
び
は
、
従
来
、
縁
起
物
と
し
て

使
わ
れ
、
一
般
に
は
健
康
長
寿
の
象
徴
と

し
て
、
ま
た
、
飛
び
跳
ね
る
姿
が
力
強
さ

や
若
さ
、
生
命
力
を
感
じ
さ
せ
る
こ
と
か

ら
、大
会
愛
称
に
使
わ
れ
た
「
と
こ
わ
か
」

の
意
味
す
る
、「
若
々
し
さ
」
と
よ
く
調

和
し
て
い
ま
す
。

　
愛
称
の
「
と
こ
ま
る
」
の
「
と
こ
」
は
、

大
会
愛
称
で
あ
る
「
と
こ
わ
か
」
や
、「
と

こ
と
こ
」
と
元
気
に
走
り
回
る
子
ど
も
の

イ
メ
ー
ジ
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
ま
た
、「
ま
る
」
に
は
国
体
の
成
功
（
○

に
な
る
）
や
、
選
手
だ
け
で
な
く
国
体
に

携
わ
っ
て
い
た
だ
く
す
べ
て
の
人
の「
和
」

と
い
う
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

■
サ
ッ
カ
ー

　
１
チ
ー
ム
11

人
で
編

成
さ
れ
、
手
や
腕
を
使

わ
な
い
で
ボ
ー
ル
を
奪

い
合
い
、
脚
で
ボ
ー
ル

を
蹴
っ
た
り
、
ヘ
デ
ィ

ン
グ
し
た
り
し
て
相
手

ゴ
ー
ル
に
ボ
ー
ル
を
入
れ
、
得
点
を
競
う

ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

　
国
体
で
は
、
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
で
行

わ
れ
、
競
技
時
間
は
前
・
後
半
35
分
ず
つ
、

ハ
ー
フ
タ
イ
ム
10
分
で
行
わ
れ
ま
す
。

こ
こ
が
見
ど
こ
ろ
！

　
強
烈
な
シ
ュ
ー
ト
、
相
手
を
か
わ
す
素
早

い
ド
リ
ブ
ル
、
華
麗
な
パ
ス
回
し
な
ど
、
す

ば
ら
し
い
個
人
技
や
戦
術
が
楽
し
め
ま
す
。

■
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル

　
縦
40
ｍ
、
横
20
ｍ
の

コ
ー
ト
で
、
１
チ
ー
ム

７
人
の
選
手
で
行
わ

れ
、
ド
リ
ブ
ル
と
パ
ス

で
ボ
ー
ル
を
運
び
、
相
手
ゴ
ー
ル
へ
投
げ

込
ん
で
得
点
を
競
う
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

　
国
体
で
は
、
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
で
行

わ
れ
、
競
技
時
間
は
前
・
後
半
30
分
ず
つ
、

ハ
ー
フ
タ
イ
ム
15
分
で
行
わ
れ
ま
す
。

こ
こ
が
見
ど
こ
ろ
！

　
ア
ク
ロ
バ
テ
ィ
ッ
ク
な
体
勢
か
ら
放
た

れ
る
豪
快
な
ジ
ャ
ン
プ
シ
ュ
ー
ト
な
ど
、

走
る
・
投
げ
る
・
跳
ぶ
な
ど
の
あ
ら
ゆ
る

運
動
要
素
が
要
求
さ
れ
る
ス
ポ
ー
ツ
で
、

ス
ピ
ー
ド
や
迫
力
あ
る
攻
防
が
魅
力
で
す
。

■
軟
式
野
球

　
ゴ
ム
製
の
ボ
ー
ル
を
使
用
す
る
日
本
独

特
の
野
球
で
す
。
明
治
時
代
に
ア
メ
リ
カ

か
ら
紹
介
さ
れ
た
野
球
は
、
そ
の
普
及
に

つ
れ
て
安
全
な
柔
ら
か
い
ボ
ー
ル
が
考
案

さ
れ
、
軟
式
野
球
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
ゴ
ム
製
の
ボ
ー
ル
を
使
う
こ
と
を
除
け

ば
、
硬
式
野
球
と
同
じ
ル
ー

ル
で
行
わ
れ
、
試
合
は
９
イ

ニ
ン
グ
ま
で
行
い
ま
す
。

こ
こ
が
見
ど
こ
ろ
！

　
攻
守
の
切
り
替
え
が
見
た
目
で
分
か
る

数
少
な
い
競
技
で
す
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
攻

撃
側
も
守
備
側
も
チ
ー
ム
と
し
て
の
戦
略

が
勝
敗
の
大
き
な
鍵
に
な
り
、
一
球
ご
と

の
駆
け
引
き
が
楽
し
め
ま
す
。

伊
賀
市
で
行
わ
れ
る
競
技
を
紹
介
し
ま
す
。

正
式
競
技

▲大会マスコットキャラクター

　「とこまる」
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●
キ
ン
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ

　
直
径
１
２
２
㎝
、
重
さ
約
１
㎏
の
大
き

な
ボ
ー
ル
を
使
う
ユ
ニ
ー
ク
な
ス
ポ
ー
ツ

で
す
。

　
キ
ン
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
は
20
ｍ
×
20
ｍ

の
コ
ー
ト
の
中
で
、
１
チ
ー
ム
４
人
×
３

チ
ー
ム
で
戦
う
競
技
で
す
。
ま
ず
、
ヒ
ッ

ト
権（
バ
レ
ー
で
い
う
サ
ー
ブ
権
）を
持
っ

た
チ
ー
ム
が
、
コ
ー
ト
の
中
央
で
他
の

チ
ー
ム
名
を
呼
び
な
が
ら
ボ
ー
ル
を
ヒ
ッ

ト
し
ま
す
。
指
名
さ
れ
た
チ
ー
ム
は
ボ
ー

ル
が
床
に
落
ち
る
前
に
レ
シ
ー
ブ
し
ま

す
。手
で
も
足
で
も
頭
で
も
、全
身
を
使
っ

て
ボ
ー
ル
を
取
っ
て
も
構
い
ま
せ
ん
。
レ

シ
ー
ブ
が
成
功
し
た
チ
ー
ム
は
ヒ
ッ
ト
権

を
得
て
、こ
れ
を
繰
り
返
し
て
い
き
ま
す
。

●
伊
賀
流
手
裏
剣
打
ス
ポ
ー
ツ

　
５
枚
の
競
技
用
手
裏
剣
を
５
～
６
ｍ
離

れ
た
直
径
30
㎝
の
的
の
中
心
を
め
が
け
て
、

決
ま
っ
た
投
げ
方
で
投
げ
る
競
技
で
す
。

　
的
に
的
中
し
突
き
刺
さ
っ
た
、
手
裏
剣

位
置
の
得
点
の
合
計
に
、
出
場
よ
り
退
場

の
間
の
礼
式
を
含
む

作
法
の
中
で
、
審
査

し
た
得
点
を
加
算
し

ま
す
。

■
剣
道

　
互
い
に
竹
刀
で
、「
面
」｢

小
手｣

「
胴
」

な
ど
の
定
め
ら
れ
た
部
位
を
打
突
し
合

い
、
勝
負
を
争
い
ま
す
。
試
合
は
３
本
勝

負
で
、
時
間
内
に
２
本
先
取
し
た
者
が
勝

ち
で
す
。
試
合
時
間
は
、
成
年
男
女
は
５

分
間
、
少
年
男
女
は
４
分
間
。
一
方
が
１

本
先
取
し
て
そ
の
ま
ま
試
合
時
間
が
終
了

し
た
場
合
、
先
取
し
た
者
が
勝
ち
と
な
り

ま
す
。
時
間
内
に
勝
敗
が
決
ま
ら
な
か
っ

た
場
合
は
、
延
長
戦
を
行
い
ま
す
。

こ
こ
が
見
ど
こ
ろ
！

　
打
突
は
一
瞬
で
行
わ
れ
る
た
め
、
相
手

の
動
き
を
読
み
取
る
洞
察
力

と
集
中
力
が
必
要
で
す
。「
気

合
」
と
呼
ば
れ
る
〝
声
〟
の

出
し
方
も
、
選
手
そ
れ
ぞ
れ

に
特
徴
が
あ
り
、
個
性
が
現

れ
ま
す
。

■
ク
レ
ー
射
撃

　
ク
レ
ー
と
呼
ば
れ
る
皿
状
の
標
的
を
飛

ば
し
、
こ
の
動
く
標
的
を
散
弾
銃
で
射
撃

し
て
、
命
中
し
た
数
に
よ
っ
て
順
位
を
競

う
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

手
前
か
ら
遠
く
に
飛
び
去
る
よ
う
に
放
出

さ
れ
た
標
的
を
狙
う
「
ト
ラ
ッ
プ
射
撃
」

と
、
左
右
か
ら
放
出
さ
れ
た
標
的
を
狙
う

「
ス
キ
ー
ト
射
撃
」の
２
種
目
が
あ
り
ま
す
。

こ
こ
が
見
ど
こ
ろ
！

　
秒
速
22
～
30
ｍ
で
飛
ぶ

標
的
を
撃
つ
の
で
、
瞬
時

の
判
断
力
と
鋭
い
反
射
神

経
、
精
密
な
動
作
が
要
求

さ
れ
ま
す
。

　
撃
つ
前
の
張
り
詰
め
た

緊
張
感
と
標
的
に
命
中
し

た
時
の
迫
力
、
爽
快
感
と
興
奮
を
味
わ
う

こ
と
が
で
き
る
の
が
魅
力
で
す
。

デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
競
技

み
ん
な
で
成
功
さ
せ
よ
う
！

　
三
重
と
こ
わ
か
国
体
伊
賀
市
実
行
委
員

会
で
は
、
全
国
か
ら
訪
れ
る
多
く
の
方
々

を
あ
た
た
か
く
お
も
て
な
し
す
る
と
と
も

に
、
歴
史
あ
ふ
れ
る
伊
賀
市
を
ア
ピ
ー
ル

す
る
た
め
に
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
が
、

大
会
成
功
の
た
め
に
は
多
く
の
企
業
、
団

体
お
よ
び
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
支
援
、
ご

協
力
が
不
可
欠
で

す
。
今
後
、
大
会
運

営
や
国
体
Ｐ
Ｒ
活
動

に
協
力
い
た
だ
け
る

方
々
を
募
集
し
て
い

き
ま
す
。
皆
さ
ん
で

一
緒
に
盛
り
上
げ
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

国
民
体
育
大
会
、
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

に
ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
募
集
し
て
い

ま
す

○
国
民
体
育
大
会
、
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大

会
に
出
場
し
た
時
の
話
や
思
い
出
の
写

真
な
ど
お
持
ち
の
人

○
小
・
中
・
高
校
生
で
ス
ポ
ー
ツ
を
し
て

い
て
、
国
体
出
場
の
夢
を
お
持
ち
の
人

○
三
重
と
こ
わ
か
国
体
・
三
重
と
こ
わ
か

大
会
に
向
け
て
活
動
し
て
い
る
（
し
よ

う
と
し
て
い
る
）
人
な
ど

【
問
い
合
わ
せ
】

　
国
体
推
進
課

　
☎
22
・
９
６
８
１

　
ＦＡＡ
22
・
９
８
５
２
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《
10
月
19
日
㈮
》

◆
宵
宮
祭
　
午
後
７
時
～
（
東
御
旅
所
）

◆
だ
ん
じ
り
宵
山
点
灯
　
※
雨
天
中
止

　
午
後
７
時
～
９
時
（
本
町
通
り
・
二
之
町
通
り
）

《
10
月
20
日
㈯
》

◆
足
揃
の
儀
　
※
雨
天
中
止

○
だ
ん
じ
り
曳
行
（
本
町
通
り
・
二
之
町
通
り
ほ
か
）

　
午
後
１
時
～
４
時

○
鬼
行
列
練
行
（
三
之
町
通
り
）

　
午
後
２
時
～
４
時

◆
だ
ん
じ
り
宵
山
曳
行
　
※
雨
天
中
止

　
午
後
６
時
30
分
～
９
時
頃
（
本
町
通
り
・
二
之

　
町
通
り
ほ
か
）

◆
宵
宮
祭
　
午
後
７
時
～
（
東
御
旅
所
）

《
10
月
21
日
㈰
》

◆
神
幸
祭
　
午
前
９
時
～

○
神
輿
行
列
・
鬼
行
列
・
だ
ん
じ
り
巡
行
（
東
御

旅
所
出
発
）

※
雨
天
中
止
（
天
候
回
復
の
場
合
、
短
縮
巡
行
）

《
10
月
24
日
㈬
》

◆
宵
宮
祭
　
午
後
６
時
～
（
菅
原
神
社
）

《
10
月
25
日
㈭
》

◆
例
大
祭
　
午
前
11
時
～
（
菅
原
神
社
）

■
関
連
行
事

◆
お
囃
子
演
奏
（
上
野
魚
町
・
上
野
西
町
・
上
野

向
島
町
・
上
野
鍛
冶
町
）

　
10
月
19
日
㈮
　
　
午
後
７
時
頃
～
８
時

◆
だ
ん
じ
り
体
験
乗
車
（
上
野
小
玉
町
）

※
一
回
５
０
０
円
、
ち
ま
き
付
き

　
10
月
19
日
㈮
・
20
日
㈯
　
午
前
10
時
～
正
午

◆
蔵
出
し
展
（
上
野
徳
居
町
）

　
10
月
20
日
㈯
・
21
日
㈰

　
午
前
10
時
～
午
後
５
時

◆
鬼
面
展
（
上
野
相
生
町
・
上
野
紺
屋
町
・
上
野

三
之
西
町
）

　
10
月
19
日
㈮
～
21
日
㈰

※
開
催
日
時
は
町
に
よ
っ
て
異
な
る
。

◆
じ
ば
さ
ん
ま
つ
り

　（
ハ
イ
ト
ピ
ア
伊
賀
多
目
的
広
場
）

○
10
月
20
日
㈯
　
午
前
10
時
～
午
後
９
時

○
10
月
21
日
㈰
　
午
前
10
時
～
午
後
７
時

※
各
行
事
の
時
間
や
場
所
、
内
容
は
都
合
に
よ
り

　
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
そ
の
他
の
行
事
は
上
野
文
化
美
術
保
存
会
や
市

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
と

　き
】

　
　10
月
19
日
㈮
～
21
日
㈰

 ～上野天神祭に伴う上野支所管内のごみ収集日の変更について～

　上野天神祭のため、上野支所管内全域で、18 日㈭・19 日㈮の可燃ごみの収集日を変更しています。収

集日は、資源・ごみ収集カレンダーをご確認いただき、おまちがえのないようお願いします。なお、ごみ

の収集時間に変更はありません。ご迷惑をおかけしますが、ご理解とご協力をお願いします。

 【問い合わせ】　さくらリサイクルセンター　☎ 20-9272　ＦＡＸ 20-2575

上野天神祭の　ダンジリ行事
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鍛
冶
町

集
議
所

 《21日(日) 神幸祭
　　行列巡行経路》

伊賀上野城

ハ
イ
ト
ピ
ア

伊
賀

国道163号

国道163号

う
回
路

西大手駅

伊賀鉄道

多目的トイレ

上野ふれあい
　　　プラザ

祭礼
本部

小玉町公民館

西町集議所

西部公民館

三之西町
 　　　　  公民館

三之町通り

中
之
立
町
通
り

紺屋町
集議所

銀座中央駐車場

う
回
路

う
回
路

栄楽館

名阪国道（国道25号） 上野東IC上野IC 友生IC

三重県伊賀庁舎ハローワーク

伊賀警察署伊賀警察署

寺
町
通
り

銀
座
通
り

菅
原
神
社

東御
旅所

茅町駅

桑町駅

四十九駅四十九駅

20日(土)
14：00～17：00
　　車両通行止　

11：15

14：15

14：30
14：30

15：30

本町通り 9：10

9：00

えびす神社

二之町通り

徳居町鬼蔵

中部みなみ消防センター

21日(日)
7：00～11：00
　　 車両通行止　

　中町
公民館
　中町
公民館

9：10

新
町
通
り

西
之
立
町
通
り

うえせん
白鳳プラザ

11：25 11：40 13：30
13：20

15：10
15：10

11：05 10：30
10：25

10：25
10：10

広小路駅

11：05

上野市駅

鍵屋辻

交番

15：50

12：35

赤井家住宅

だんじり会館

国道163号

臨時P臨時P

臨時P

印で神輿行列

印で鬼楼車行列

市
役
所

警察による
時間別車両通行止
（渋滞を含む）

19日（金）～21日（日）

駐車場情報

当日のだんじり
の運行状況

10

10

(土)

(日)

19日（金）
20日（土）
21日（日）

西御
旅所

※祭会場付近の道路は昼夜混雑しますので、う回にご協力ください。

※神輿・鬼行列・だんじりの予定時刻は、当日の天候や交通状況などで変更になる場合があります。

※ごみ持ち帰り運動を実施しています。ごみは持ち帰って決められた収集日に出しましょう。

※上野天神祭開催に伴う交通規制のため、上野コミュニティバス「しらさぎ」・三重交通バスは一部

　う回運行または運休となります。

【問い合わせ】

○上野天神祭について：上野天神祭地域振興実行委員会（上野商工会議所内）　☎ 21-0527

　　　　　　　　　　　（一社）伊賀上野観光協会　☎ 26-7788

　　　　　　　　　　　観光戦略課　☎ 22-9670　ＦＡＸ 22-9695 

○公共交通の運行について：交通政策課　☎ 22-9663

ダンジリ行事期間中の交通規制
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◦職員数の状況

区　分
職員数
（Ｈ 29）

職員数
（Ｈ 30）

増減

一般行政部門

議　会 6 7 1
総務企画 186 186 0
税　務 34 36 2
民　生 258 255 -3
衛　生 56 54 -2
労　働 0 0 0
農林水産 35 32 -3
商　工 12 12 0
土　木 74 72 -2
小　計 661 654 -7

特別行政部門
教　育 116 114 -2
消　防 177 178 1
小　計 293 292 -1

公営企業等
会計部門

病　院 223 231 8
水　道 33 32 -1
下水道 12 12 0
その他 39 45 6
小　計 307 320 13

合　　　計
1,261
(1,288)

1,266
(1,288)

5
（0）

◎部門別の職員数（各年 4月 1日現在　単位：人）

（注）この表は、総務省地方公共団体定員管理調査による

　　 ものです。（　）内は、条例で定められた各部局別

　　 の職員定数の合計です。

　今年 4 月 1 日現在の職員数の状況は次のとおりです。

昨年 4 月 1 日と比較すると、一般行政部門で 7 人の減、

特別行政部門で 1 人の減、公営企業等会計部門で 13 人

の増となっており、市全体では 5 人の増となっています。

◦職員の給与の状況（平成30年４月１日現在）

◎平均給料月額・平均給与月額・平均年齢の状況

区　分 平均給料月額 平均給与月額 平均年齢

一般行政職 337,500 円 419,500 円 44.3 歳
現業職 318,365 円 357,576 円 54.1 歳

（注）給与とは、基本給である給料に期末手当、勤勉手

　　 当、時間外勤務手当などの諸手当を含んだもの

◎職員の初任給の状況

区　分 初任給
採用２年経過
給料月額

一般行政職
大学卒 179,200 円 191,100 円
高校卒 147,100 円 155,500 円

現業職 高校卒 147,100 円 155,500 円

◎職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況

区　分／経験年数 10年以上 15年未満 15年以上 20年未満 20年以上 25年未満 25年以上 30年未満

一般行政職
大学卒 275,900 円 312,800 円 358,200 円 394,700 円
高校卒 215,600 円 276,200 円 315,200 円 357,400 円

現業職 高校卒 ――　　 257,700 円 324,000 円 342,000 円

◎特別職の報酬などの状況

　市長などの特別職の給料と議員報酬の月額

などは、市長が必要に応じて、市民の代表者

などで構成する「特別職報酬等審議会」の意

見を聴き、条例で定めています。

※期末手当基礎額の報酬月額は、20％の加算

　措置があります。

※教育長は、別途、扶養手当・勤勉手当が支

　給されます。

区　　分 報酬月額など
期末手当

6月期 12月期

市　長 924,000 円
1.725 月 1.875 月

副市長 716,000 円

教育長 591,500 円 1.225 月 1.375 月

上下水道事業管理者 570,000 円 1.725 月 1.875 月

議　長 530,000 円

1.6 月 １.7 月副議長 467,000 円

議　員 423,000 円

※百円未満四捨五入

◦定員管理の状況

　市では、平成 26 年度までの 10 年間、定員適正化計

画に基づき、合併により抱えた過剰人員の削減に取り組

んできました。この取り組みは、人件費の抑制効果を上

げる一方で、職員の人員不足感や行政職における年齢構

成の偏りを生じさせました。

　そうしたことから、平成 27 年度からは行政改革との

同調を意識した定員管理方針に基づき柔軟な定員管理を

することとし、類似団体別職員数などの指標を他市と比

較し、消防を除く普通会計において、10 年間で約 80

人の削減をめざします。

伊賀市の伊賀市の

お知らせしますお知らせします

 人事行政の
 　運営状況を
 人事行政の
 　運営状況を

【問い合わせ】　人事課　☎ 22-9605　ＦＡＸ 22-9616
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◎職員手当の状況（一般会計）

①期末手当・勤勉手当・退職手当  

期末手当

勤勉手当

　　　　　       期末手当　　 　勤勉手当

　6 月期　　　1.225 月分　　　0.9 月分 

12 月期　　　1.375 月分　　　0.9 月分

  　計　　　　　2.6 月分　　　1.8 月分

※職務の級などによる加算措置があります。

退職手当

 （支給率）　     自己都合　  定年・勧奨

勤続20年　19.6695 月分　24.586875 月分

勤続25年　28.0395 月分　33.27075 月分

勤続35年　39.7575 月分　　47.709 月分

最高限度額　 47.709 月分　　47.709 月分

その他の加算措置　　

定年前早期退職特例措置 2 ～ 20％加算

一般職員1人当たり平均支給額（平成 29 年度）

自己都合など　5,534 千円

定年・勧奨　19,838 千円

②特殊勤務手当（平成 29 年度分）

職員全体に占める

手当支給対象職員の割合
23.3％

支給対象職員 1 人当たり平均支給年額 100,370 円

手当の種類 11 種類

支給されている手当：消防業務手当・夜間特殊作業手当・

出動手当（消防活動）・出動手当（救急業務）・清掃業

務従事手当（ごみ）・清掃業務従事手当（し尿）・防疫

作業等従事手当・公害関係業務等従事手当・市税事務

従事手当（庁外勤務）・社会福祉事務従事手当（庁外

勤務）・救急救命士確保手当

③時間外勤務手当（平成 29 年度分）

支給総額 311,952 千円

職員１人当たり平均支給年額 　　404 千円

④扶養手当・住居手当・通勤手当・地域手当の状況

扶養手当

配偶者　　　　　　　　　　　 6,500 円

子　　　　　　　　　　　　　　10,000 円

父母など（子以外）　　　　　　　6,500 円

住居手当

借家・借間居住者　　

　　支給対象額　　12,000 円を超える額

　　最高支給限度額　　　　　27,000 円

通勤手当

公共交通機関利用者　

　　最高支給限度額　　　　　55,000 円

自動車・バイクなど利用者　

　　最高支給限度額 50km 以上  29,800 円

地域手当 支給率 （伊賀市）　　　　      　　　　3％

◦職員の採用と退職状況

　職員の採用は、定員管理方針に基づき、行政需要の動

向や退職者数などを考慮して行っています。平成 29年

度の退職者数と平成 30年４月１日の採用者数は次のと

おりです。

◎退職者数（平成 29 年度　単位：人）

区　分 定年退職 勧奨退職 普通退職等 合　計

市長部局など 25 2 20 47
消防部局 0 0 2 2

教育委員会 6 2 3 11
上下水道部局 1 0 0 1

合　計 32 4 25 61

再任用・任期付 ― ― 14 14

◎職種別採用者数（平成30年4月1日採用　単位：人）

職　種 採用者数 採用区分うち女性
事務職 11 3

競争試験

技術職 1 0
社会福祉士 2 1
保育士 6 5
学芸員 1 1
消防職 3 0

合　計 24 10
医師 1 0

選　考

薬剤師 1 0
理学療法士 2 2
看護師 7 5
幼稚園教諭 1 1
教育公務員 1 1
技能労務職 3 0

合　計 16 9
事務職 7 1

再任用

保育士 6 6
診療放射線技師 1 1
臨床検査技師 2 1
技能労務職 5 4

合　計 21 13

　分限処分は、公務能率を維持することを目的として、

心身の故障や職に必要な適格性を欠くなど一定の事由が

ある場合に、職員の意に反する不利益な身分上の変動を

もたらす処分です。その種類として、免職、降任、休職

があります。なお、平成 29年 4月 1日から平成 30年

3月31日までの実績は休職処分が67件（20人）でした。

　懲戒処分は、職員が法令や職務上の義務などに違反し

た場合に道義的責任を問うことにより、公務における規

律と秩序を維持することを目的とする処分です。その種

類として、免職、停職、減給、戒告があります。

　市民の皆さんからの信頼を確保していくために、今後

とも服務規律の遵守の徹底を図るとともに、不祥事が発

生した際には厳正に対処します。なお、平成29年4月

1日から平成30年3月31日までの処分実績は停職処分

が1件（1人）、減給処分が1件（1人）、免職処分、戒告

処分はありませんでした。

※カッコ内は、実人数です。

◦分限と懲戒処分の状況

◦勤務時間その他の勤務条件の状況

1 週間の
勤務時間

38 時間 45 分

始業時刻 午前 8 時 30 分

終業時刻 午後 5 時 15 分

休憩時間 正午～午後 1 時

（注）上野総合市民病院や

消防署などでは交替制勤

務があるため、週38時間

45分を基本に左記と異な

る就業時間となります。

　職員の勤務時間などは次のようになっています。

※支給率は、

平成 30 年

4 月 1 日現

在 の も の

です。



文化財をめぐる

い
伊賀市

こ
甲賀市

か
亀山市

情報交流広場

となりまち“い・こ・か”
拡大版

　滋賀県甲賀市、三重県伊賀市、三重県亀山市の３市による連携記事「となりまち い・こ・か」は、平成23年２月１日号か

ら連載を始め、各市のさまざまな魅力を発信しています。今回は、拡大編として３市の代表的な文化財を紹介します。

“いこか”の問い合わせ
甲賀市秘書広報課　☎ 0748－69－2101　伊賀市広聴情報課　☎ 22－9636

亀山市広報秘書グループ　☎ 0595－84－5021

　文化財は、日本の長い歴史の中で生まれ、今日まで守り伝えられてきた貴重な国民的財産で、

「有形文化財」、「無形文化財」、「民俗文化財」、「記念物」、「文化的景観」、「伝統建造物群」、「埋蔵文

化財」、「文化財の保存技術」に分類されます。文化遺産の中から顕著な普遍的価値を有するもの

をユネスコに推薦し、世界文化遺産として登録されたものもあります。

　文化財は国が指定した国宝・重要文化財だけでも１万件以上あり、都道府県・市区町村が指定

したものを合わせると10万件以上になります。

　皆さんも文化財を通じて日本の歴史に触れてみませんか？

文化財ってどんなもの？

伊
賀
市

ユネスコ無形文化遺産
国指定重要無形民俗文化財

上野天神祭のダンジリ行事

　上野天神宮の秋祭りとして行われており、起源は万治３

（1660）年以前にさかのぼると考えられています。

　神幸祭では神輿の渡御に続き、鬼行列と神の依代である９基

の印、楼車が供奉します。

○宵山

10月19日（金）
○足揃えの儀・宵山

10月20日（土）
○神幸祭（本祭り）

10月21日（日）

伊賀市上野市街地

周辺

俳聖殿

　自らを旅人と呼んだ松尾芭

蕉の姿を表現した建物です。

　芭蕉生誕300年を顕彰して

1942年に建てられ、屋根は旅

笠、庇は蓑を着た肩から腰の

姿、その中間が顔、周囲の円柱

は行脚する芭蕉の脚と杖を表

現しています。平成22年に国の

重要文化財に指定されました。

みこし

ぐ　ぶしるし だんじり

と ぎょ よりしろ

【文化財に関する問い合わせ】　文化財課　☎ 0595－47－1285

と き

と こ ろ

けんしょう

ひさし みの

と こ ろ 伊賀市上野丸之内

117番地の4
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亀
山
市

【文化財に関する問い合わせ】　まちなみ文化財グループ　☎ 0595－96－1218

　江戸四大道場の一つ心形刀流伊庭道場

で、免許皆伝を得た「山崎雪柳軒」により

元治２（1865）年に道場が設立され、「亀

山演武場」と名付けられました。

　150年以上経った今でも、その技は心

形刀流保存赤心会により継承され、各地

で奉納演武などを行い、県の無形文化財

に指定されています。

　稽古は、毎週火曜日と土曜日の午後７

時30分から９時30分まで行われており、

見学は自由で、入門者も募集しています。

ところ 亀山市本丸町575番地の2

亀山藩御流儀心形刀流武芸形
おんりゅう  ぎ   しんぎょう とうりゅう  ぶ　げい  がた

　東海道47番目の宿場町である関宿は、東海道往時の面

影を残す歴史的町並みとして、昭和59年に「重要伝統的

建造物群保存地区」に選定され、その町並みの中には多く

の文化財が存在します。

　７月には「関宿祇園夏祭り」、８月には「関宿納涼花火大

会」、11月には「関宿街道まつり」が開催されます。

ところ 亀山市関町中町周辺

関宿の町並み

約２５ヘクタールにわたる
保存地区 い   ば どうじょう

せきしんかい

やまざきせつりゅうけん

甲
賀
市

秘仏が３３年に一度の大開帳

　高さ3.3ｍの一木造

で、左手に花瓶、右手は

膝の上で念珠を持ち、

頭上には十一面の化仏

を頂いています。国の

重要文化財に指定され

た十一面観音坐像では

日本一の大きさを誇り

ます。通常は公開され

ていない秘仏が、33年

に一度の大開帳を行い

ます。

ところ 滋賀県甲賀市甲

賀町櫟野1377

番地

　飯道山は近江屈指の修験霊場と

して発展し、その山頂には江戸初期

に再建された飯道神社があります。

　本殿は、極彩色で丹や漆で塗ら

れ、飾金具で装飾された華麗な意匠

に建築美が感じられ、国の重要文化

財に指定されています。

櫟野寺 木造十一面観音坐像
らく　や　　じ　　  もく   ぞう じゅういち  めん   かん  のん　ざ　ぞう

しゅげんれいじょうはんどうさん

飯道神社本殿
いい みち

ごくさいしき たん うるし

【文化財に関する問い合わせ】　歴史文化財課　☎ 0748－69－2250

け ぶつ

１０月６日　～１２月９日土 日

ところ 滋賀県甲賀市

信楽町宮町７

番地
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　伊賀ブランド推進協議会では、伊賀の風土と暮らしが育み、伊賀の匠の知恵と技が結集した優良な伊賀産品

とその生産または製造などに携わる事業者を伊賀ブランドに認定しています。

　平成 30年度は、11の認定品と 8の認定事業者を決定しました。

　認定品と認定事業者を紹介します。

　今後、協議会では全国や海外に伊賀の魅力を知っ

てもらうため、「ひそかに育んだ魅力あふれる伊賀

もの“伊賀流逸品”」をコンセプト（基本的な概念）

に、官民一体となって IGAMONOを伊賀の代表

産品として積極的に発信し、販路拡大や商品開発

などの新たな事業を展開していきます。

　市民の皆さんの応援をよろしくお願いします。

平成30年度認定

伊賀ブランド

が決定しました「IGAMONO」

モロヘイヤ粉末

くみひも　長寿亀　金・銀

伊賀の甘ざけ　濃いままタイプ

伊賀米ロールケーキ

忍バームクーヘン

くみひも　しきもの

伊賀の甘ざけ　ストレートタイプ

パティスリーサンタ

有限会社　平井兼蔵商店

町野酒店

農事組合法人　百姓工房　伊賀の大地

農事組合法人　伊賀町モロヘイヤ生産組合
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【問い合わせ】　伊賀ブランド推進協議会事務局（商工労働課内）　　☎ 22-9669　ＦＡＸ 22-9628

◆伊賀ブランドホームページ　http://www.igamono.org/

　各認定品や事業者の詳しい説明などをご覧いただけます。

　インターネットで検索していただくか、携帯電話やスマートフォンのバーコードリーダー機能

で右の２次元コードを読み込んでください。

8月30日に行われた認定証授与式の様子

伊賀まんま　山椒ちりめん伊賀まんま　ひとくち椎茸煮

おかずジャム（糀ジャム） 霧隠才蔵　純米吟醸

株式会社　きねや

メリ樹　～Meriju ～ 株式会社　菊野商店
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【問い合わせ】健康推進課

　☎22-9653　ＦＡＸ22-9666インフルエンザの予防接種を受けましょう
◆ 早めに予防を始めませんか

　インフルエンザの予防には予防接種が効果的です。

　特に乳幼児や 65 歳以上の高齢者、慢性の持病がある人は、感染すると重症化しやすいので、

流行する前に予防接種を受けましょう。

◆市内実施医療機関一覧表（50 音順）

乳幼児インフルエンザワクチン 高齢者インフルエンザワクチン

対象期間 10 月 15 日㈪～平成 31 年１月 31 日㈭

対象者
接種日現在、伊賀市に住民登録がある未就学児

（平成 24 年４月２日以降に生まれた人）

伊賀市に住民票があり、接種日当日に①または②
に該当する人
① 65 歳以上の人
② 60 歳以上 65 歳未満で、心臓・腎臓・呼吸器の

機能不全またはヒト免疫不全ウイルスによる免
疫機能の障がいで身体障害者手帳１級相当の人

①予防接種を希望する医療機関に直接予約して
　ください。
②医療機関窓口で費用から助成額（1,500 円／回）
　が差し引かれます。
※２回まで助成します。
※市へ申請する必要はありません。

①予防接種を希望する医療機関に直接予約してくだ
　さい。予診票は各医療機関にあります。
②自己負担額（2,000 円）をお支払いください。
※市へ申請する必要はありません。

市外で予防接種を受けた人は助成額が差し引か
れませんが、申請により助成相当額を振り込み
ます。

《申請に必要なもの》
○予防接種を受けたとわかる領収書
○印鑑　※スタンプ印不可
○通帳（振込先がわかるもの）

《申請書提出期限》　平成 31 年 2 月 28 日㈭

市外で接種を希望する人は、接種する日の 1 週間前
までに健康推進課にご連絡ください。

持ち物 健康保険証・母子健康手帳 健康保険証

◆実施内容

接
種
方
法

市
内
の

医
療
機
関

市
外
の

医
療
機
関

医療機関名 乳幼児 医療機関名 乳幼児 医療機関名 乳幼児

青木整形外科 金丸脳脊椎外科クリニック たにぐち皮フ科

あきやま腎泌尿器科 亀田クリニック 谷本整形 ◦

アクアクリニック伊賀 ◦ 河合診療所 ◦ 中産婦人科緑ヶ丘クリニック ◦

浅野整形外科内科 ◦ 川原田内科 梨ノ木診療所 ◦

あずまクリニック 紀平医院 西田整形外科医院

あずま診療所 霧生診療所 はくほうクリニック

阿波診療所 ◦ 黒田クリニック ◦ ひらい小児科クリニック ◦

伊藤医院  佐々木内科 広瀬医院 ３歳以上

猪木内科医院 佐那具医院 まちしクリニック ◦

いまむら整形外科 嶋地医院 松本胃腸内科

上野こどもクリニック ◦ しみずハートクリニック 宮本医院

上野総合市民病院 しもむら整形外科 森川病院 ◦

馬岡医院 城医院 ◦ 森田クリニック

おおすみ整形外科 滝井医院 ◦ ゆめが丘クリニック ◦

大西医院 竹沢医院 吉村クリニック

おおのクリニック 竹沢内科歯科医院 記載されている全ての医療機関で高齢者
インフルエンザワクチンを受けられます。岡波総合病院 ◦ 竹代クリニック

【申請先・問い合わせ】

　○健康推進課　○いがまち保健福祉センター　☎ 45-1016　○青山保健センター　☎ 52-2280
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お
知
ら
せ
拡
大
版

ま
ち
か
ど
通
信

お
知
ら
せ

募

集

コ
ラ
ム

図
書
・
救
急
な
ど

催

し

保育所（園）・認定こども園入所児童 募集
◆保育所（園）・認定こども園に入所（園）を希望する皆さんへ

【問い合わせ】保育幼稚園課

　☎22-9655　ＦＡＸ22-9646

　来春４月以降に保育所（園）、認定こども園（保育

所部分）への入所（園）を希望する子どもを募集します。

【対象児】

　市内在住で、保護者の仕事や病気などのために保育

施設での保育を必要とする０歳＊から５歳までの児童

＊０歳…保育所（園）：生後 57日目の翌月以降

　　　　認定こども園（保育所部分）：生後６カ月以降

【申込書配布開始日】

　10 月 9日㈫

【申込書配布場所】　下の表にある保育所（園）・認定

こども園・保育幼稚園課・各支所住民福祉課

【申込受付期間】

　10月 15日㈪～ 31日㈬

　午前８時 30分～午後５時（土・日曜日を除く。）

※出産予定の人や、育児休業中で年度途中に職場復帰

する人など、５月以降の途中入所を希望する場合も

この期間に必ず申し込んでください。

【申込先】　第１希望の保育所（園）・認定こども園

公立保育所(園)名 所在地 延長 予定定員 電話番号 私立保育所(園)名 所在地 延長 予定定員 電話番号

猪田保育所 猪田 ○ 60人 ☎21-4720 曙保育園 上野徳居町 ○ 200人 ☎21-2222

依那古保育所 市部 ○ 75人 ☎37-0311 睦保育園 上野桑町 ○ 100人 ☎21-2244

依那古第２保育所 上郡 40人 ☎37-0375 三田保育園 三田 50人 ☎21-1965

神戸保育所 上神戸 ○ 40人 ☎38-1303 中瀬城東保育園 西明寺 ○ 140人 ☎21-1937

しろなみ保育所 久米町 90人 ☎21-1866 友生保育園 上友生 70人 ☎21-4804

新居保育所 西高倉 ○ 100人 ☎21-2952 花之木保育園 大内 50人 ☎23-1048

柘植保育園 柘植町 ○ 80人 ☎45-2125 予野保育園 予野 30人 ☎39-0822

西柘植保育園 新堂 90人 ☎45-3178 長田保育園 長田 50人 ☎21-3855

壬生野保育園 川東 70人 ☎45-3179 古山保育園 蔵縄手 30人 ☎39-0820

希望ヶ丘保育園 希望ヶ丘 90人 ☎45-7111 みどり保育園 上野車坂町 ○ 200人 ☎23-0204

島ヶ原保育所 島ヶ原 60人 ☎59-3058 ひかり保育園 小田町 ○ 120人 ☎23-0139

あやま保育所 馬場 ○ 140人 ☎43-0120 みどり第二保育園 緑ケ丘本町 ○ 120人 ☎23-5071

ともだ保育所 中友田 40人 ☎43-1077 府中保育園 東条 ○ 140人 ☎23-8393

たまたき保育所 玉瀧 ○ 40人 ☎42-1602 ゆめが丘保育所 ゆめが丘 ○ 200人 ☎22-9955

大山田保育園 平田 ○ 150人 ☎47-0002

さくら保育園 阿保 ○ 190人 ☎52-0136

◆市内の保育所（園）

※保育内容については各保育所（園）・認定こども園へお問い合わせ

ください。

※申込状況などにより、希望の保育所（園）・認定こども園に入所で

きないことがありますのであらかじめご了承ください。

私立認定こども園 所在地 予定定員 電話番号

認定こども園青山よさみ幼稚園 柏尾 51人 ☎ 52-0433

◆市内の認定こども園

　○印の保育所（園）では、平日午後 7時まで延長保

育を行います。
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《
作
品
搬
入
》

　
平
成
31
年
３
月
５
日
㈫
　
正
午
～
午
後
７
時

　
伊
賀
市
文
化
会
館

《
公
開
審
査
》

　
平
成
31
年
３
月
７
日
㈭

　
書
：
午
前
10
時
～

　
絵
画
・
彫
塑
工
芸
・
写
真
：
午
後
１
時
～

　
伊
賀
市
文
化
会
館

《
表
彰
式
》

　
平
成
31
年
３
月
24
日
㈰
　
午
後
２
時
～

《
作
品
講
評
会
》

　
平
成
31
年
３
月
24
日
㈰
　
午
後
４
時
～

【
部
　
門
】

○
絵
画
　
○
彫
塑
工
芸
　
○
写
真
　
○
書

【
展
示
作
品
】

　
公
募
作
品
の
う
ち
、
入
賞
・
入
選
し
た
作

品
や
＊

無
鑑
査
の
作
品
な
ど

＊
無
鑑
査
の
作
品
…
過
去
の
入
選
実
績
に

　
よ
り
、
審
査
が
不
要
と
認
め
ら
れ
た
作

　
家
の
作
品

【
公
募
出
品
者
資
格
】

　
２
０
０
３
（
平
成
15
）
年
４
月
１
日
以

前
に
生
ま
れ
た
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
・

出
身
の
人

【
公
募
出
品
規
定
】

　
出
品
点
数
：
１
部
門
に
つ
き
１
人
１
点

（
自
己
の
制
作
し
た
未
発
表
の
作
品
に
限
る
。）

※
ほ
か
の
公
募
展
に
入
賞
・
入
選
し
た
作

　
品
や
、
新
聞
・
雑
誌
な
ど
に
掲
載
さ
れ

　
た
作
品
な
ど
は
、
発
表
作
品
と
み
な
す

　
た
め
出
品
で
き
ま
せ
ん
。（
グ
ル
ー
プ

　
展
・
個
展
へ
の
出
展
作
品
は
未
発
表
作

　
品
と
み
な
し
ま
す
。）

※
作
品
の
大
き
さ
・
額
装
な
ど
、
必
ず
募

　
集
要
項
で
詳
細
を
ご
確
認
の
上
、
出
品

　
し
て
く
だ
さ
い
。

【
表
　
彰
】　
審
査
の
結
果
、
優
秀
な
作
品

に
は
次
の
賞
が
贈
ら
れ
ま
す
。

○
市
展
「
い
が
」
賞

○
議
長
賞

○
教
育
委
員
会
賞

○
ぶ
ん
と
理
事
長
賞

○
岡
田
文
化
財
団
賞

○
伊
賀
上
野
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
賞

○
上
野
商
工
会
議
所
会
頭
賞

○
伊
賀
市
商
工
会
長
賞

○
奨
励
賞

○
文
化
交
流
課
（
芭
蕉
翁
記
念
館
内
）

○
本
庁
舎
玄
関
受
付

○
各
支
所
振
興
課

○
各
公
民
館
（
中
央
・
い
が
ま
ち
・
島
ヶ

原
・
阿
山
・
大
山
田
・
青
山
）

○
上
野
図
書
館
　
○
伊
賀
市
文
化
会
館

○
ふ
る
さ
と
会
館
い
が

○
あ
や
ま
文
化
セ
ン
タ
ー

○
青
山
ホ
ー
ル

※
募
集
要
項
と
出
品
申
込
書
は
市
ホ
ー

　
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

　
ま
す
。

今
年
も
伊
賀
市
文
化
会
館
で
開
催
し
ま
す

 
市
展
「
い
が
」
に
出
品
し
ま
せ
ん
か

【
問
い
合
わ
せ
】
文
化
交
流
課
　
☎
22
・
９
６
２
１
　
ＦＡＡ
22
・
９
６
１
９

◆
第
14
回 

市
展
「
い
が
」

　（
伊
賀
市
民
美
術
展
覧
会
）

【
と
　
き
】

　
平
成
31
年

　
３
月
20
日
㈬
～
24
日
㈰

　
午
前
10
時
～
午
後
７
時

※
24
日
㈰
は
午
後
４
時
ま
で

■ 

ギ
ャ
ラ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

　
平
成
31
年
３
月
21
日
（
木
・
祝
）　

　
午
前
11
時
～

　
午
後
３
時
～

■ 

ホ
ー
ル
コ
ン
サ
ー
ト

　
平
成
31
年
３
月
24
日
㈰

　
午
後
３
時
～

【
と
こ
ろ
】

　
伊
賀
市
文
化
会
館

　（
西
明
寺
３
２
４
０
番
地
の
２
）

▲表彰式

▲市展会場風景

募
集
要
項
・
出
品
申
込
書
は
10
月
１
日

㈪
か
ら
次
の
場
所
で
配
布
し
ま
す
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お
知
ら
せ
拡
大
版

ま
ち
か
ど
通
信

お
知
ら
せ

募

集

コ
ラ
ム

図
書
・
救
急
な
ど

催

し

　
大
山
田
地
域
の
生
産
者
を
中
心
に
秋
の
収
穫
の
喜
び
を

分
か
ち
合
い
、
地
域
の
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
が
集
う

交
流
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

【
と
　
き
】　
10
月
28
日
㈰

　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時
　
※
雨
天
決
行
、
荒
天
中
止

【
と
こ
ろ
】　
大
山
田
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
駐
車
場

【
内
　
容
】　
地
域
特
産
品
の
展
示
販
売
・
各
種
団
体
の
独

自
品
即
売
・
郷
土
芸
能
・
ス
テ
ー
ジ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
な
ど

【
問
い
合
わ
せ
】

○
大
山
田
収
穫
ま
つ
り
実
行
委
員
会
事
務
局

　（
布
引
地
域
住
民
自
治
協
議
会
）

　
☎
／
ＦＡＡ
47
・
０
９
２
８

○
大
山
田
支
所
振
興
課

　
☎
47
・
１
１
５
０

　
ＦＡＡ
46
・
０
１
３
５

　「
あ
や
ま
の
恵
み
・
食
・
文
化
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
阿

山
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
資
源
・
魅
力
を
体
感
し
再
発
見
で

き
ま
す
。

【
と
　
き
】　
11
月
３
日
（
土
・
祝
）

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時
　
※
雨
天
決
行
、
荒
天
中
止

【
と
こ
ろ
】　
阿
山
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
駐
車
場

【
内
　
容
】　
５
０
０
人
分
の
大
鍋
料
理
・
も
ち
つ
き
・
ス

テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
・
地
域
特
産
品
の
販
売
・
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
な
ど

【
問
い
合
わ
せ
】

○
け
ん
ず
い
ま
つ
り
実
行
委
員
会
事
務
局

　（
鞆
田
自
治
協
議
会
　
☎
／
ＦＡＡ
43
・
２
２
０
５
）

　（
玉
滝
地
域
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎
／
ＦＡＡ
42
・
０
１
２
０
）

○
阿
山
支
所
振
興
課

　
☎
43
・
１
５
４
３
　
ＦＡＡ
43
・
１
６
７
９

　
近
く
に
あ
る
白
藤
の
滝
は
、
落
差
が
15
ｍ
あ
る
優
美
な

姿
が
美
し
い
絶
景
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

【
と
　
き
】　
11
月
３
日
（
土
・
祝
）

　
午
前
10
時
30
分
～
午
後
２
時
30
分
　
※
荒
天
中
止

【
と
こ
ろ
】　
白
藤
の
滝
周
辺

※
雨
天
時
は
山
畑
農
事
集
会
所

※
会
場
に
は
駐
車
場
が
な
い
た
め
、
山
畑
農
事
集
会
所
か
ら

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
内
　
容
】　
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
・
食
べ
物
や
地
元
特
産

品
の
販
売
・
俳
句
大
会

【
問
い
合
わ
せ
】

　
伊
賀
支
所
振
興
課

　
☎
45
・
９
１
１
９
　
ＦＡＡ
45
・
９
１
２
０

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
個
性
豊
か
な
祭
り
を
開
催
し
ま
す

 
市

内

の

秋

祭

り

大
山
田
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穫
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つ
り
２
０
１
８

け
ん
ず
い
ま
つ
り
２
０
１
８

第
31
回
滝
山
渓
谷
紅
葉
ま
つ
り
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2018伊賀市民文化祭を開催します
◆ 日頃の取り組みの成果をご覧ください

　市民の皆さんの芸術文化活動の発表の場として、伊賀市民文化祭を開催します。

　お誘い合わせの上、自由にご覧ください。

◆展示部門　（美術作品展）

開催日 開催時間 内　容 開催場所

11 月 1 日㈭～ 4 日㈰
午前 9 時～午後 6 時

※ 4 日のみ午後 4 時まで

絵画・書・写真・いけばな・

手芸工芸など
ハイトピア伊賀　5 階

◆舞台部門

開催日 内　容 開演時間 場　所

11 月 10 日㈯ 音楽祭 午後 1 時 ハイトピア伊賀　5 階多目的大研修室

11 月 11 日㈰ ライトミュージック 午後 1 時 ハイトピア伊賀　5 階多目的大研修室

11 月 18 日㈰ 総合フェスティバルⅠ 午後 1 時 伊賀市文化会館

11 月 23 日（金・祝） 洋舞・ジャズダンス 午後 1 時 伊賀市文化会館

11 月 24 日㈯ 総合フェスティバルⅡ 午後 1 時 伊賀市文化会館

総合フェスティバルⅠ…主に吟剣詩舞・民謡民舞・邦楽・新舞踊

総合フェスティバルⅡ…主に日本舞踊・大正琴・吟剣詩舞・民謡民舞・邦楽

※参加団体など詳しくは、パンフレットをご覧ください。

【問い合わせ】文化交流課

　☎ 22-9621　ＦＡＸ 22-9619

空き家相談会を実施します
◆ 空き家の悩みは専門家に相談しましょう

■空き家になる前に空き家相談会で

　　　　　　　　　　　　専門家に相談しましょう

　全国的に空き家が増えており、管理がされず、近所

に迷惑をかけるなど、問題となっています。そうした

空き家化を予防するために、まずは所有している家の

登記の確認や誰に相続をするかを決めることが重要で

す。空き家相談会では、法律の専門家である司法書士

に登記の問題や、相続の問題などを無料で相談するこ

とができます。

■空き家をお持ちの人も空き家相談会で

　　　　　　　　　　　　専門家に相談しましょう

　使われなくなった家は老朽化が早まります。また、

しっかり管理されていたとしても、地域コミュニティ

やまちの活力低下につながります。そうしたことから、

まだ使える段階で空き家の利活用を考える必要があり

ます。利活用を検討している人は、空き家相談会で宅

地建物取引士、不動産鑑定士または市のブースで相談

できます。

　また相談の中で、登記や相続の相談がある場合は司

法書士に、敷地境界でお困りの人は、土地家屋調査士

に相談することができます。

　空き家の解体を検討されている人は、（一社）三重県建

設業協会のブースで、空き家の建物全般的な話は建築

士に相談できます。相談会は申込不要で無料ですので

お気軽にお越しください。

【と　き】

○10 月 27 日㈯　午後 2 時～ 4 時

○平成 31 年 2 月 23 日㈯　午後 2 時～ 4 時

※どちらも相談受付時間は午後１時 30 分～３時 30 分

【ところ】　ハイトピア伊賀（上野丸之内 500 番地）

○10 月 27 日　3 階ホールＡ

○平成 31 年 2 月 23 日  5 階学習室

【協　力】　（公社）三重県宅地建物取引業協会、（一社）三重

県建築士事務所協会、（一社）三重県不動産鑑定士協会、

（一社）三重県建設業協会、三重県司法書士会、三重県土

地家屋調査士会

【問い合わせ】市民生活課

　☎ 22-9676　ＦＡＸ 22-9641

　今回の市主催の空き家相談会のほかに、（公社）三

重県宅地建物取引業協会の本部・伊賀支部で不動

産無料相談所を開設しています。また、不動産弁

護士無料相談会を年 3 回開催しています。どちら

も予約が必要になりますので、予約や詳細につい

ては、（公社）三重県宅地建物取引業協会伊賀支部、

☎ 63-6716 までお問い合わせください。
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国民年金のはなし

◆ 障害基礎年金をご存じですか

　国民年金加入中の病気やけが、または 20歳になる

前の病気やけがなどで、法令に定められている障がい

（障害等級の 1級・2級）の状態になった場合に請求

をすることにより障害基礎年金が支給されます。

※身体障害者手帳の等級とは異なります。

　障害基礎年金の受給権を得たときや得た後、その人

によって生計を維持されている子＊１がいる場合は、子

の人数によって加算があります。

＊１　18歳になる年度の末日までの子または障害等級

　１級・２級の障がいの状態にある 20歳未満の子

◆年金を受けられる要件

　次の①②を満たした人、または③を満たした人が④

の条件に当てはまれば支給されます。

①日本国内に住所があり、初診日（病気やけがで初め

て医師の診療を受けた日）において国民年金の被保

険者であるか、または、国民年金の被保険者であっ

た 60歳以上 65歳未満の人（老齢基礎年金を繰り

上げて受給している人は除く。）

②初診日の属する月の前々月までの全被保険者期間に

3分の 2以上の保険料を納めた期間（保険料免除

期間、若年者納付猶予期間、学生納付特例期間を含

む。）があるか、初診日の属する月の前々月までの

直近１年間に保険料未納期間がない人。

③ 20 歳になる前に初診日があること。ただし、20

歳になる前の傷病で障害年金を請求する場合、納付

要件は問われませんが、本人の所得制限があります。

④障害認定日＊2に法令で定められている障害等級表

の１級または２級の障がいの状態になっているこ

と。または障害認定日に該当しなかった人が 65歳

になる前日までに該当したとき。

＊２　障がいの程度を定める日のことをいいます。原

則として、病気やけがにより初めて医師の診療を受

けた日から 1年 6カ月を経過した日、または 1年

6カ月以内に症状が固定した日のことをいいます。

　相談、請求について詳しくはお問い合わせください。

【問い合わせ】

○保険年金課

○各支所住民福祉課

○津年金事務所　☎ 059-228-9112

【問い合わせ】保険年金課

　☎ 22-9659　ＦＡＸ 26-0151

《平成 30 年４月分からの年金額（定額）》

○１級：974,125 円

○２級：779,300 円

部落問題（差別）を正しく知ろう（第6回）

◆ 明るく住みよいまちをつくるために 

　今回は江戸時代から続いてきた身分制度の廃止と被

差別部落の関係についてお話しします。

　明治になり新政府は安定した財政基盤を築くため、民

衆に土地の所有権を認めてその地価に応じた税金を納

めさせる「地租改正」を行いました。そして、この制度

を江戸時代に社会の外に置かれ差別されていた人たち

の土地に対しても同様に適用し租税を徴収するために、

これまでの身分制度を廃止する必要がありました。

　このように地租改正を含め、近代国家としての諸政

策を有効に進めるために 1871（明治4）年に政府か

ら出された布告がいわゆる「解放令」と呼ばれるもの

です。

　これによりこれまでの身分制度はなくなりました

が、国民全体がすぐに平等になったわけではありませ

んでした。実は解放令には「解放」という言葉は一言

も記されておらず、これまでの差別が間違っていたこ

とや、差別を禁止するという内容などは含まれていま

せんでした。また、新政府が差別を失くすための具体

的な政策をとらなかったため、長く続いた慣習や差別

意識が簡単には改められなかったと考えられます。こ

のことでその後も被差別部落の人たちは結婚・就職・

居住などにおいて差別に苦しむことになったのです。

　ところで、「解放」とはいったい何からの解放なの

でしょうか。差別されてきた人たちにとってはもちろ

ん差別からの解放ということでしょう。

　しかし、現在も部落差別は残っています。これは今

もなお社会に古い差別的な慣習や差別意識が残ってい

るということです。すべての人がこの古い差別慣習か

ら解放されるために社会全体でこの問題に取り組む必

要があるのではないでしょうか。

【問い合わせ】人権政策課

　☎47-1286　ＦＡＸ47-1288
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おとこの料理教室

干支の春展　子どもの部

◆ 家庭で手づくり小さなクリスマス

◆ 来年の干支の絵を募集します

　料理に挑戦してみようという男性を対象に料理教室

を開催します。

　今年のクリスマスは、“おやじサンタ”がおもてな

し。大切な人と一緒に素敵なクリスマスを過ごすため

に、見て楽しめる簡単クリスマス料理に挑戦してみま

しょう。

【と　き】

　11月 17日㈯　午前 10時～午後１時予定

【ところ】

　ハイトピア伊賀　4階調理実習室

【内　容】

○メニュー：ケーキのようなかざりご飯・ローストポー

クと野菜のつけ合わせ・あっと驚く簡単クリスマス

デザート　ほか

○講　師：松永　啓子さん

【対象者】　市内在住の料理初心者の男性

【料　金】　500円

【持ち物】　米１合・エプロン・三角巾

【定　員】　12人　※先着順

【申込方法】　住所・氏名・電話番号を電話・ファック

ス・Eメールでお伝えください。

【申込受付開始日】　10月 9日㈫

【申込先・問い合わせ】　

　男女共同参画センター（人権政策課内）

　☎ 22-9632　ＦＡＸ 22-9666

　　jinken-danjo@city.iga.lg.jp

　平成 31 年 1月 4日㈮～ 2月 1日㈮に、ハイトピ

ア伊賀 5階ロビーで開催する「干支の春展　子ども

の部」に展示する絵を募集します。

【対象者】　市内在住の小学生以下の子ども

【応募方法】　上野公民館で配布する画用紙を使って、

新年の干支（いのしし）にちなんだ絵を作成し上野公

民館まで持参してください。

※画用紙は 50人分用意しますので、上野公民館まで

取りに来てください。

※ご家庭でお持ちのA4サイズの画用紙でも応募でき

ます。

※画用紙の裏に住所・氏名・電話番号を書いてください。

※応募は１人１点です。

【応募期間】　10月 15日㈪～ 11月 30日㈮

　午前９時～午後５時

※土・日曜日、祝日も受け付けします。

※平日の夜間は開館しているときは受け付けします。

【応募先・問い合わせ】　

　伊賀市上野丸之内 500番地

　ハイトピア伊賀　５階　伊賀上野公民館

　☎ 22-9637　ＦＡＸ 22-9692

※土・日曜日、祝日のお問い合わせは、☎ 22-9801

へご連絡ください。

【問い合わせ】人権政策課
　☎ 22-9632　ＦＡＸ 22-9666

【問い合わせ】上野公民館
　☎ 22-9637　ＦＡＸ 22-9692
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違反建築防止週間
お知
らせ
お知
らせ

　10 月 15 日㈪から 21 日㈰まで、
建築基準法令違反の建築物の是正や
その発生を予防するため、全国一斉
に「違反建築防止週間」を実施します。
　違反建築物のない安全で安心なま
ちづくりのため、建築ルールを守り
ましょう。
○建築物の工事は、「建築確認」を

受け、工事監理者を選定して初め
て着工できます。

○工事中は、見やすい場所に建築確
認済であることがわかるよう表示
することが義務づけられています。

○建築物を購入するときは、「確認
済証」や「検査済証」を確認し、
現地調査を行いましょう。

※違反建築物は、地震や台風などの
災害に対して安全性が十分でない
ことがあります。

【問い合わせ】　都市計画課
　☎ 43-2316　ＦＡＸ 43-2317

三重県最低賃金改定
お知
らせ
お知
らせ

　三重県の最低賃金は、10 月１日
から 26 円引き上げられて、「時間額
846 円」になりました。
　この最低賃金は、年齢・雇用形態

（パート・アルバイトなど）を問わず、
三重県内で働く全ての労働者に適用
されます。
　なお、特定の産業に該当する事業
場で働く労働者には、特定（産業別）
最低賃金が適用されます。
　また、最低賃金の引き上げに対応し
て、中小企業支援のための業務改善
助成金制度や働き方改革推進支援セ
ンター無料相談窓口（☎ 0120-331-
266）を設けていますので、ぜひご活
用ください。
【問い合わせ】

　三重県労働局賃金室
　☎ 059-226-2108
【担当課】　商工労働課

献血のご案内

● 10月 30日㈫

　午前 10時～ 11時 20分
　午後 0時 30分～ 4時
　ハイトピア伊賀　１階ロビー
【問い合わせ】
　健康推進課
　☎ 22-9653
　ＦＡＸ 22-9666

秋の読書週間
～文字・活字文化の日～

お知
らせ
お知
らせ

　10 月 27 日㈯から 11 月 9 日㈮
までは、秋の読書週間です。また、
読書週間が始まる 10 月 27 日は、

「文字・活字文化の日」です。
　電子メディアの発達によって、世
界の情報伝達の流れは大きく変わっ
てきていますが、豊かな人間性を育
てるために、「本」が重要な役割を
果たしていることは変わりません。
　読書が生活習慣の一部として定着
するよう、読書活動の推進にご協力
をお願いします。
　読書週間を機に、図書館などで本
との出会いを楽しんでみてはいかが
でしょうか。
【問い合わせ】　生涯学習課
　☎ 22-9679　ＦＡＸ 22-9692

宝くじ収益金の
社会貢献について

お知
らせ
お知
らせ

　ハロウィンジャンボ宝くじ（市町
村振興宝くじ）の収益金は、市町が
行う防災対策や、道路、公園、文化
施設、福祉施設の整備、地域医療の
充実支援など、よりよいまちづくり
のために使われます。

【問い合わせ】

　（公財）三重県市町村振興協会
　☎ 059-225-2138
【担当課】

　地域づくり推進課

要約筆記奉仕員
・手話通訳者を派遣します

お知
らせ
お知
らせ

　社会生活などに
お け る コ ミ ュ ニ
ケーションを文字
や手話にして通訳
します。
【派遣対象】

　市内在住の聴覚
障がい、音声・言
語機能障がいの手
帳をお持ちで、社
会生活をする上で意思を伝えるため
の仲介をする人がいない場合
※難病患者で同等の障がいであると

認められれば、派遣対象となるこ
とがあります。詳しくはお問い合
わせください。

【派遣地域】

　市内（原則）
※利用料は無料ですが、病院やその

ほかの施設で駐車料金などが必要
な場合は依頼者負担となります。

【問い合わせ】

　障がい福祉課
　☎ 22-9656
　ＦＡＸ 22-9662
　　shougai@city.iga.lg.jp

里親になりませんか
お知
らせ
お知
らせ

　10 月は「里親月間」です。里親
とは、親の病気などのさまざまな事
情で家庭での養育が困難な子どもを
自分の家庭に迎え入れて養育してい
ただく、社会的養護の一つです。里
親制度に関心のある人は児童相談所
までご相談ください。
【問い合わせ】　伊賀児童相談所
　☎ 24-8060　ＦＡＸ 24-6310
【担当課】　こども未来課

体力・運動能力調査催し

　スポーツ庁が実施する調査に参加
して楽しく体力測定してみませんか。
【と　き】　10 月 15 日㈪
　午後 7 時 30 分～ 9 時 30 分
　受　付：午後 7 時～ 8 時
【ところ】　上野西小学校　体育館
【内　容】　握力・上体起こし・長座
体前屈・反復横とび・往復持久走・
立ち幅とびなど
【持ち物】

　体育館シューズ・飲み物・タオル
【対象者】

　市内在住の 20 歳～ 79 歳
【問い合わせ】　スポーツ振興課
　☎ 22-9635　ＦＡＸ 22-9852
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※申し込みの記載がないものは申し込み不要、料金の記載がないものは無料です。

２次元コード　

▲

伊賀市 公式
フェイスブックページ

伊賀の いいね！ がいっぱい

facebook

いがまち人権パネル展催し

【と　き】　10月 2日㈫～ 25日㈭

　午前９時～午後５時

※土・日曜日、祝日を除く。

※10月 11日㈭・18日㈭は午後7

時30分まで延長して開館します。

【ところ】　いがまち人権センター

【内　容】　「差別につながる身元調

査はしない・させない・許さない」

【問い合わせ】　いがまち人権センター

　☎ 45-4482　ＦＡＸ 45-9130

寺田市民館
「じんけん」パネル展

催し

【と　き】

① 10月 1日㈪～ 30日㈫

② 11月 1日㈭～ 29日㈭

　午前８時 30分～午後５時

※土・日曜日、祝日を除く。

【ところ】

①寺田教育集会所　第１学習室

②大山田農村環境改善センター

　１階ロビー

【内　容】　「知っていますか　子ど

もの権利条約」

　子どもの基本的人権を国際的に保

障するために定められた条約です。

子どもが本来持っている権利につい

て、一緒に考えてみませんか。

【問い合わせ】

①寺田市民館　☎／ＦＡＸ 23-8728

②人権政策課

　☎ 47-1286　ＦＡＸ 47-1288

第２６回ひじき
コスモス祭り（収穫祭）

催し

　里山の田園風景に広がるコスモス

畑を会場に、さまざまなブースが登

場します。

【と　き】　10月 14日㈰

　午前 10時～午後 3時

※荒天中止

【ところ】　比自岐小学校周辺

【内　容】

○地元の旬の野菜即売

○答志島の海産物、伊賀米（比自岐

産コシヒカリ）の販売・もちつき

実演試食

○菜種油で揚げたドーナツなどの販売

○ダンス・バンド演奏など舞台アト

ラクション

○足湯

○手裏剣打ち体験

【問い合わせ】

　ひじきコスモス祭り実行委員会

　（比自岐地区市民センター内）

　☎／ＦＡＸ 37-0029

【担当課】　農林振興課

認知症の人と家族の会
「伊賀地域つどい・交流会」

催し

　認知症の人を介護する家族の情報

交換の場です。

【と　き】　10月 23日㈫

　午後 1時 30分～ 4時

【ところ】

　ゆめぽりすセンター

【料　金】　200 円（認知症の人は

無料。家族の会会員は 100円）

※認知症の人が参加する場合は、事

前に連絡してください。

【問い合わせ】　地域包括支援セン

ター南部サテライト

　☎ 52-2715　ＦＡＸ 52-2281

献血ＰＲイベント
inけんずいまつり2018

催し

【と　き】　11月３日（土・祝）

　午前 10時～午後３時

【ところ】

　阿山 B&G海洋センター駐車場

【内 容】　献血バス車内見学会、子

ども向け衣装試着体験など（白衣や

赤十字隊員ジャンパーなど）

※当日は PR のみで献血は実施しま

せん。

【問い合わせ】　健康推進課

　☎ 22-9653　ＦＡＸ 22-9666

やまなみ文化祭催し

　歌・踊り・演奏など、やまなみ文

化協会の 12サークルが出演します

ので、ぜひお越しください。

【と　き】　11月 4日㈰　正午～

【ところ】

　ふるさと会館いが　大ホール

【問い合わせ】

　やまなみ文化協会事務局

　（いがまち公民館）

　☎ 45-9122　ＦＡＸ 45-9160

第33回こどもフェスティバル催し

からだをつかってあそぼうよ

　　　　～あるく・とぶ・なげる～

【と　き】　10月 27日㈯

　午前９時 30分～午後４時

【ところ】

　三重県立ゆめドームうえの　第１

競技場

【内　容】

○創造力豊かな子どもたちの絵画展示

○体を使って楽しむあそびコーナー

○保健コーナー　○食育コーナー

○伝承あそび　○赤ちゃんひろば

○絵本の読み聞かせ

○放課後児童クラブ共同作品コーナー

（段ボール迷路）

○職員による「音楽劇と歌あそび」

【問い合わせ】

○（福）伊賀市社会事業協会

　☎ 21-5545　ＦＡＸ 23-6670

○保育幼稚園課

　☎ 22-9655　ＦＡＸ 22-9646

今月の納税

●納期限　10 月 31 日 （水）

納期限内に納めましょう

市県民税（３期）

国民健康保険税（４期）

※納税は便利な口座振替で

【問い合わせ】

　収税課　☎ 22-9612

伊賀市の人口・世帯数

（平成 30 年 8 月 31 日現在）

 人口　92,409 人

　　　　（男）45,247 人

　　　　（女）47,162 人

 世帯数　40,283 世帯



市ホームページアドレス　http://www.city.iga.lg.jp/
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園芸教室（冬の花コース）募集

【と　き】

① 11 月 30 日㈮
② 12 月 7 日㈮
③ 12 月 14 日㈮
④ 12 月 21 日㈮
※すべて午後 1 時 30 分～ 3 時
【ところ】

①～③伊賀の里育ち温室
（川東 1501 番地）
④島ヶ原会館
【講　師】

　園芸研究家　奥　隆善さん
【対象者】　市内在住の人
【料　金】　1 回 1,500 円（材料費）
【定　員】　①～③ 50 人　④ 30 人
※応募者多数の場合は公開抽選とな

ります。
※当選後のキャンセルは開催１週間

前まで可能ですが、その後のキャ
ンセルはできません。

【申込方法】　生涯学習課、各地区公
民館にある申込書に必要事項を記入
の上、申し込んでいただくか、生涯
学習課へ郵送またはファックスでお
送りください。複数の申し込みはで
きません。
【申込期間】

　10 月 10 日㈬～ 26 日㈮
　（消印有効）
　午前９時～午後５時
　※土・日曜日を除く。
【申込先・問い合わせ】

　〒 518-0873
　伊賀市上野丸之内 500 番地
　ハイトピア 5 階
　生涯学習課
　☎ 22-9637
　ＦＡＸ 22-9692

【と　き】　11 月 27 日㈫　
午後 7 時～ 9 時
【ところ】　ハイトピア伊賀　４階
ミーティングルーム
【内　容】

　グループワークを通して、自分を
大切にする、自己尊重感を上げるこ
とについて学ぶ講座です。まずは、
自分のすべてをありのままに受け入
れ、自分を好きになることから始め
ましょう。
○講師：フェミニストカウンセラー
　小松　明子さん
【対象者】　市内在住・在勤の女性
【定　員】　30 人　※先着順
【申込方法】　住所・氏名・電話番号
を電話・ファックス・E メールのい
ずれかでお伝えください。
【申込受付開始日】　10 月 9 日㈫
【問い合わせ】

　男女共同参画センター
　（人権政策課内）　
　☎ 22-9632　ＦＡＸ 22-9666
　　jinken-danjo@city.iga.lg.jp

女性のための
「自己尊重トレーニング」

募集

　～まなびあおやま一般講座～
　いろいろ分からないスマートフォ
ンの使い方。今更聞けないとあきら
めず、今更だから聞きたい基本の操
作を学びます。
【と　き】　11 月 14 日㈬　
　午前 10 時～正午
【ところ】　青山公民館　１階図書室
【定　員】　15 人　※先着順
【申込方法】　住所・氏名・年齢・電
話番号を電話または来館の上お知ら
せください。
【申込期限】

　11 月 13 日㈫　正午まで
【申込先・問い合わせ】

　伊賀市阿保 1141 番地
　青山公民館
　☎ 52-1110
　ＦＡＸ 52-1211

「“いまさら聞きたい !!”
スマホの使い方教えます」講座

募集

甲種防火管理再講習募集

　比較的大規模な特定防火対象物の
防火管理者に対して、一定期間ごと
に再講習が義務付けられています。
より高度な管理能力と最新の知識と
技術を取得するための講習会を行い
ます。
【と　き】　11 月 6 日㈫　
　午前９時～正午
【ところ】

　消防本部　３階研修室
【対象者】　収容人員が 300 人以上
の店舗・病院・集会場・遊技場など、
不特定多数の人が入る特定防火対象
物の防火管理者に選任されている人
【料　金】　1,400 円（テキスト代）
【定　員】　30 人　※先着順
【申込方法】

　写真 1 枚（横 3㎝×縦 4㎝）・印鑑・
テキスト代を持参してください。
【申込期間】

　10 月 15 日㈪～ 26 日㈮
【申込先・問い合わせ】

　伊賀市緑ケ丘東町 920 番地
　消防本部予防課
　☎ 24-9105
　ＦＡＸ 24-9111

いがまち展覧会催し

【と　き】　10 月 27 日㈯・28 日㈰
　午前 9 時～午後 4 時 30 分
※ 28 日㈰は午後 2 時 30 分まで
【ところ】　いがまち公民館・西柘植
地区市民センター・伊賀市商工会館
【内　容】　絵画・写真・書道・川柳・
俳句・生け花・手芸などの展示、特
産品などの即売、チャリティーバ
ザーなど
【問い合わせ】　いがまち公民館
　☎ 45-9122　ＦＡＸ 45-9160

「ヘルプマーク」を
知っていますか？
援助や配慮を必要と
する人が伝えやすく、
支援ができる人が気
づきやすくなる「お

もいやりの絆」をつなげるマー
クです。
【問い合わせ】　障がい福祉課
　☎ 22-9657　ＦＡＸ 22-9662
　　shougai@city.iga.lg.jp

　　

【問い合わせ】　総合危機管理課
　☎ 22-9640　ＦＡＸ 24-0444

※携帯電話のバーコード
　リーダー機能で読み込
　んで登録できます。

　携帯電話などのメールアドレス
を登録した人には、市から緊急情報
メールが届きます。また、災害時の
緊急情報・避難所情報や休日・夜
間診療所情報などが閲覧できます。
　 http://www.anshin-bousai.net/iga/

２次元コード　

▲

「あんしん・防災ねっと」
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　上野図書館で夜のとしょかん

探検を行いました。

　ボランティアグループちいさ

なねこによるおはなし会が行わ

れたり、普段入ることができな

い書庫に入ることができたりと、

子どもたちは昼間の図書館とは

違う雰囲気を楽しみました。

夜のとしょかん探検（８月 24 日）

まちかど通信

　阿山保健福祉センターで親子英語

サークルアメリカンパイサマーイベン

トが行われました。

　保育所や幼稚園に通うまでの子ども

とその保護者を対象に、「発音クイズ」

や「英語でアロマ」のコーナー、夏を

イメージした工作など、英語を中心と

した簡単な外国語を使った歌や踊りな

どを通じて外国語に親しみました。

親子英語サークルアメリカンパイ サマーイベント（8 月 28 日）

外国語に触れよう

※掲載広告について不明な点は直接広告主へお問い合わせください。

▲おはなしを楽しむ子どもたち

▶書庫の中を探検

する親子

▲講師の元気な発音を聞きわけてクイズに答え

ました。

◀親子で一緒に楽しく

工作をしました。

特別な図書館を体験

 気軽に

 問い合わせ

ください。

 イトピア伊賀
伊賀市上野丸之内500番

名張産業振興センター
（アスピア）名張市南町822-2

 3 30～ 6 00

 0/28  
会議室E

 9 00～2  30

 0/9 火
会議室C

 9 00～2  30

 0/24 水
視聴覚室

9 30～ 2 00

 0/ 3 土
視聴覚室

伊賀鉄道
「上野市駅」 徒歩1分

P
駐車場

有料駐車場有り

近鉄
「名張駅」 徒歩14分

P
駐車場

無料駐車場有り

 加盟店オーナー募集お問合せセンター］受付時間 全日10:00～21:00（12/31～1/3を除く）
 ブン・イレブン ヨ イ ミ  

 12 -711-413 http:www.sej.co.jp/owner

 ブン オーナー 検索
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　ハイトピア伊賀で伊賀ブランド

認定証授与式が行われました。

　今回は 8事業者の 11品目が伊

賀ブランド「IGAMONO」に認定

され、現在、51事業者94品目が

認定されています。

　認定証授与式のあとには、記念

撮影が行われ、認定を受けた事業

者は今後の展開に意欲を見せてい

ました。

伊賀ブランド認定証授与式（8月 30日）

◀認定証を受け取

る事業者

▶今回認定された商品を

持つ事業者の皆さん

新しく 11品目を認定

【
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ブ
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ブ
ラ
ン
ド
の
大
き

な
目
的
は
、
市
外
に
広

め
る
だ
け
で
な
く
、
み

な
さ
ん
に
も
伊い

が賀
の
良

さ
を
再さ
い
は
っ
け
ん

発
見
し
て
も
ら

い
、
誇ほ
こ

り
を
持
っ
て
も

ら
う
こ
と
で
す
。
そ
の

た
め
に
は
、
多
く
の
み

な
さ
ん
に
伊い

が賀
ブ
ラ
ン

ド
「
Ｉい

が

も

の

Ｇ
Ａ
Ｍ
Ｏ
Ｎ
Ｏ
」

に
興
き
ょ
う

味み

を
持
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
現
在
、
伊い

が賀
ブ
ラ
ン
ド
「
Ｉい

が

も

の

Ｇ
Ａ
Ｍ
Ｏ
Ｎ
Ｏ
」

は
51

事
業
者
94

品
目
が
認に
ん
て
い定

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
も
一
度
、
お
店
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で

販は
ん
ば
い売

さ
れ
て
い
る
商
品
の
中
か
ら
、
伊い

が賀
ブ
ラ
ン

ド
「
Ｉい

が

も

の

Ｇ
Ａ
Ｍ
Ｏ
Ｎ
Ｏ
」
を
探さ

が

し
て
み
ま
し
ょ
う
。

【
問
い
合
わ
せ
】
　
商
工
労
働
課

　
☎
22
・
９
６
６
９
　
ＦＡＡ
22
・
９
６
２
８

こども広場
「伊

い が

賀ブランド」

本紙 14ページの

「伊
い が

賀ブランド」についてわかり

やすく解
かいせつ

説します。

小
・
中
学
生
の
た
め
の
コ
ラ
ム
で
す

▶
認に

ん
て
い定

ロ
ゴ
マ
ー
ク
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高齢者のてんかん発作

カ
ラ
ダの
こと

おしえて
！

昨日よりも
健康に。

カラダの話

高齢者もてんかんを患うことがあります

　てんかんと聞くと、子どもの病気？というイメー

ジがあると思いますが、高齢者にもまれではない疾

患です。加齢に伴い、判断力が鈍ったり、怒りっぽ

くなったり、記憶があいまいになったり、活気がな

くなったり。「歳だからしょうがないよね」などと、

あまり気にせずに過ごしている人はいませんか。高

齢者の活動性の低下は、筋肉量の低下、骨量の低下、

関節可動域の制限など運動能力に伴うもの、心不全

など心機能低下に伴うもの、糖尿病、腎機能低下、

甲状腺機能低下症など内分泌障害に伴うもの（ホル

モン異常）、消化管・肝臓機能低下に伴う栄養障害、

貧血など体組織減少に伴うもの、気力の低下、感情

の貧困など精神機能低下に伴うものなどさまざまな

原因が複合して発現します。それぞれの症状に見合

う疾患を持つことが多いのですが、高齢者特有の体

力低下の範囲であることも少なくありません。

　「認知症」とひとくくりにあきらめてしまわずに、

原因疾患を治療することでさらに豊かな生活を送ら

れている人もいます。

もしかしたらと思った

ときは相談を

　表題のてんかんにつ

いては、小児期発症の

もの、脳梗塞や、脳腫

瘍､ 神経変性疾患、代

謝異常など脳疾患に伴うものが知られていますが、

高齢になってからのてんかん発症が原因のこともあ

ります。いわゆるけいれん発作をきたすことはむし

ろ少なく、なんとなくぼーっとしている、反応が鈍

い、それらが一時的なこともあるのですが、夜間に

家族の目に触れないときに起こっていることや、持

続的に発作が起こっていることがあります。てんか

ん発作による認知症は薬物治療で改善する可能性が

あります。その他、水頭症、慢性硬膜下血腫、良性

脳腫瘍、虚血性脳血管障害など、手術で治る認知症

もあります。もしかしたらと心配な人は、上野総合

市民病院神経内科、脳神経外科外来までご相談くだ

さい。

（上野総合市民病院　脳神経外科　新阜　宏文）

その物忘れ、てんかんかもしれません

　小さな子どもがいる家庭では、一般的な防災対策に

加えて、少しの配慮をすることで「あんしん」して暮

らすことができます。今回は、その「あんしん」のポ

イントを紹介します。

○身のまわりの安全チェック

　ベビーベッドの周囲や、子どもがいつも遊んでいる

リビングなどは整理整頓し、安全な空間をつくりま

しょう。

○子ども用の食料など必需品の用意

　ミルク ( 小分けのものが便利 )、

調乳用の水、哺乳瓶 ( 使い捨てが便

利 )、レトルトの離乳食、おやつ、

着替え ( 夏でも長袖、長ズボンも )、

紙オムツ、おしりふき、ウェット

ティッシュ、ごみ用ビニール袋、お

もちゃ、絵本、タオル・バスタオル

( 圧縮しておくのが良い )、薬、処方箋、母子健康手

帳や健康保険証のコピー

○避難するとき

　ベビーカーなどで避難することは危険です。おんぶ

紐、リュックサックを用意しておきましょう。

【問い合わせ】

　総合危機管理課

　☎ 22-9640　FAX 24-0444

防災ねっと

子どものためにできること
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■ご意見などは人権政策課 ☎ 47-1286　ＦＡＸ 47-1288　  jinken-danjo@city.iga.lg.jp へ

人権ちくこんのススメ　～伊賀支所振興課～

　皆さんは『人権・同和問題についての地区別懇談

会（人権ちくこん）』をご存知でしょうか。これは伊

賀市にお住まいの皆さんが身近な人たちと人権問題

について語り合うことを目的としています。伊賀市

全体で実施していますが、各地域の特性にあわせて

いるため、それぞれ実施方法は異なります。

　今回は、伊賀支所管内で行っている人権ちくこん

について紹介します。

　その大きな特徴は、区（自治会）単位で住民自ら

が懇談会の企画立案から実施まで全てを行っている

ところです。

　地元の集会施設に講師を招き、部落問題をはじめ

とした人権問題について話し合う形式を基本として

いますが、それだけではなくユニークな取り組みを

行う区もあります。

　例えば、外国籍の住民が増えている区では、言葉

や文化の違いから交流が難しいという課題があるた

め、ティーパーティーを企画し、お互いの文化に触

れ合うことで交流を図っています。また、少子高齢

化が課題の区であれば、高齢者と子どもの交流会と

一緒に懇談会を開催するという取り組みが行われて

います。

　何かと受け身になりがちな人権学習ですが、住民

自らが実施する懇談会は、生活に直結した課題を自

ら考え、身近な人たちと話し合うので、生きた人権

感覚を身につけることに役立っています。

　皆さん一人ひとりが、地域ぐるみで人権問題に取

り組むことで、誰にとっても住みやすい地域に発展

していくのではないでしょうか。

　皆さんも地元で人権ちくこんが行われていたら積

極的に参加していただき、お互いの考えを尊重でき

る人権の社会を一緒につくっていければと思います。

人権について考えるコラムです。明日に向かって ～差別をなくしていくために～

　市の歴史や観光などの地域情報に加え、市役所

での各種手続きの案内や行政情報など、市民の暮

らしに役立つ情報をまとめた冊子「伊賀市くらし

のガイドブック」を更新します。

　この冊子の更新と市内の全世帯への配布は、共

同で作成する㈱サイネックスが行います。

　広告掲載を希望する人は、お問い合わせください。

※市内の全世帯への配布（無料）は、平成 31 年１

月末までを予定しています。

【問い合わせ】

○伊賀市くらしのガイドブックについて

　総務課

　☎ 22-9601　FAX 24-2440

○広告について

　㈱サイネックス東海支店

　☎ 059-361-1144

　FAX 059-361-1130

　10 月の芭蕉月間にあわせて、

「芭蕉祭俳句列車」の運行を実施

します。芭蕉さんをモチーフにし

た絵画 36 点、芭蕉翁献詠俳句児

童生徒の部の特選句 33 句を車内

に展示して運行します。ぜひ伊賀鉄道にご乗車いただ

き、感性あふれる作品をご覧ください。

【運行期間】

○絵画の展示　10 月１日㈪～ 31 日㈬

○児童生徒の部　特選句の展示

　10 月 13 日㈯～ 31 日㈬

【運行列車】　忍者ラッピング車両（ピンク）２両１編成

※運行時刻などは前日の午後 5 時以降に上野市駅（☎

21-3231）にご確認ください。

※車両の調整などにより、運行できなくなる場合があ

ります。

【問い合わせ】　○伊賀鉄道に関すること

　交通政策課　☎ 22-9663　FAX 22-9852

○芭蕉祭に関すること

　文化交流課　☎ 22-9621　FAX 22-9619

伊賀鉄道　俳句列車を　運行中！

伊賀線だより
「伊賀市くらしのガイドブック」

を更新します
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図書館
　だより

▪一般書　

『七〇歳年下の君たちへ』 五木　寛之／著

『抹茶 BOOK』 主婦の友社／編

『絵でわかる生物多様性』

 鷲谷　いづみ／著、後藤　章／絵

▪児童書

『秘密基地のつくりかた教えます』

 那須　正幹／作、黒須　高嶺／絵

『小平奈緒　栄光と友情 』 甲斐　毅彦／編

『人工知能と友だちになれる ?』 新井　紀子／監修

▪絵本

『まほうつかい』 いしかわ　こうじ／作 ・絵

『どっせい ! ねこまたずもう』 石黒　亜矢子／作・絵

『せかいいちのいちご』

 林　木林／作、庄野　ナホコ／絵

《問い合わせ》

　上野図書館　☎ 21-6868　ＦＡＸ 21-8999

　いがまち図書室（いがまち公民館内）　☎ 45-9122

　島ヶ原図書室（島ヶ原会館内）　☎ 59-2291

　阿山図書室（あやま文化センター内）　☎ 43-0154

　大山田図書室（大山田公民館内）　☎ 47-1175

　青山図書室（青山公民館内）　☎ 52-1110

▪絵本

『行ったり来たり大通り』 五味　太郎／作

　この絵本には、特にストーリーはありません。ま

ちの大通りを舞台に、工事現場で働く人、はぐれた

子どもや奥さんを探す人、いろいろなお店で働く人

たちが描かれています。登場する人たちのつぶやき

を読みながら、ページを行ったり来たりして楽しみ

ましょう。

▪一般書　

『奇岩の世界』 山田　英春／編

　砂漠に生えた樹木やきのこのような岩、人の顔や

動物の姿に見える岩、重力に逆らうかのような驚異

のバランスを保つ岩など、世界中から集めた不思議

な形の岩を紹介しています。長い年月をかけて作ら

れた、迫力ある風景を楽しめる一冊です。

今月の新着図書

図書館（室）からのお知らせ

絵本の読み聞かせや紙芝居、手遊びなどをします。（30 分～１時間程度）

10 月の読み聞かせ

と　き ところ 催物（読み手）

9 日㈫
10：30～ 阿山図書室 読み聞かせの会（はあと&はあと）

10：30～ 大山田図書室 あかちゃんたいむ・ミニおはなし会

10日㈬ 10：30～ いがまち図書室 ミニサロンひまわり

11日㈭ 10：30～ 上野図書館 えほんのひろば（ちいさなねこ）

13日㈯
10：30～ 大山田図書室 おはなしたいむ（きらきら）

10：30～ 上野図書館 おはなしの会

19日㈮ 10：00～ いがまち図書室 絵本の時間（お話の国アリス）

20日㈯ 10：00～ いがまち図書室 読み聞かせ会（ぶらんこ）

21日㈰ 10：30～ 阿山図書室 読み聞かせの会（はあと&はあと）

22日㈪ 10：40～ 島ヶ原子育て支援センター 読み聞かせ会（ネェよんで）

24日㈬ 10：30～ 上野図書館 えほんの森（よもよも）

26日㈮ 11：30～ 青山図書室 おとなカフェ

30日㈫ 15：00～ 青山図書室 おはなしなあに？

11月 6日㈫
10：30～ 阿山図書室 読み聞かせの会（はあと&はあと）

10：30～ 大山田図書室 あかちゃんたいむ・ミニおはなし会

10 月 16 日㈫～ 21 日㈰　※月曜定休

特別図書整理のため休館

◆休館中は図書返却ポストをご利用ください。

　日本語や外国語で、絵本などの読み聞か

せを行います。

【と　き】　10 月 27 日㈯

　午前 10 時 30 分～

【ところ】　上野図書館　２階視聴覚室

【問い合わせ】　上野図書館

　本を貸りる時には必ず伊賀市図書利用

カードをお持ちください。

　カードをお忘れの場合、貸出はできません。

（阿山・大山田・青山図書室の旧カードも

共通して使えます。）

● 10 月は「郷土の歴史夜咄会」はお休み

します。

上野図書館休館のお知らせ

いろんなコトバでえほんを楽しもう

図書利用カードについて



31 広報いが市 2018 年（平成 30 年） 10 月１日号

◦伊賀市応急診療所（一次救急）【診療科目】　一般診療・小児科

【所在地】　上野桑町 1615 番地　☎ 22-9990

【診療時間】　月～土曜日：午後８時～ 11 時

　日曜日・祝日：午前９時～正午・午後２時～５時・午後８時～ 11 時

※受付は、診療終了時刻の 30 分前までにお願いします。
◆夜間・日曜日および祝日診療を行っている医療機関については、次にお問い合わせ
ください。救急医療情報センター コールセンター（☎ 059-229-1199）

◦伊賀市救急・

健康相談ダイヤル 24

☎ 0120-4199-22
　心と体のさまざまな相談に、24 時

間体制でお応えします。

※通話料・相談料は無料です。

10 月の二次救急実施病院

＊小児科以外の診療科です。

≪実施時間帯≫　平日：午後 5 時～翌日午前 8 時 45 分

土・日・祝日：午前 8 時 45 分～翌日午前 8 時 45 分

≪実施時間帯（岡波総合病院）≫

月曜日：午後５時～翌日午前９時　水曜日：午後５時～翌日

午前８時45分　日曜日：午前９時～翌日午前８時45 分

※月・水曜日が祝日の場合、午前９時～翌日午前８時 45 分

救急車での搬送限定ではありませんが、必ず事前に連絡

が必要です。

　【上野総合市民病院（☎ 24-1111）】

　【名張市立病院（☎ 61-1100）】

　【岡波総合病院（☎ 21-3135）】

◦各病院の受け入れ体制

日 月 火 水 木 金 土
1

　岡波

2　　

　名張

3

岡波・名張

4

　名張

5

　上野

6

　名張
7

　名張

8

　岡波

9　　

　上野

10

岡波・名張

11

　名張

12

　上野

13

　上野
14

　岡波

15

　岡波

16

　名張

17

岡波・名張

18

　名張

19

　上野

20

　名張
21

　名張

22

　岡波

23

　上野

24

岡波・名張

25

　名張

26

　上野

27

　上野
28

　岡波

29

　岡波

30

　名張

31

岡波・名張
＊小児科以外の診療科
です。
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　 情報交流ひろば

笠置町笠置町

　笠置町では名物料理

である「きじ鍋」に着

目し、全国からご当地

鍋を集めて全国ご当地

鍋フェスタを開催し、

食文化の交流を図って

います。

　昨年は町の人口の 10 倍以上にあたる１万５千

人を集客した人気イベントで、今年も多くの人に

楽しんでいただけるように準備を進めています。

【と　き】　12 月 2 日㈰

　午前 9 時 30 分～午後 3 時 30 分

【ところ】　わかさぎ温泉笠置いこいの館　ほか

【アクセス】○ JR「笠置駅」から徒歩約５分

○名阪国道「大内 IC」から国道 163 号線を京都

方面へ車で約 30 分

【問い合わせ】　笠置町四季彩祭実行委員会

　☎ 0743-95-2301

　笠置町商工会　☎ 0743-95-2159

　（一社）観光笠置　☎ 0743-95-2011

第９回全国ご当地鍋フェスタ「鍋－１グランプリ」

～あなたの１票でご当地鍋の頂点が決まる～

南山城村南山城村

2018 むら活き生きまつり

～産品づくりびと大集合～

　毎年 11 月 23 日に行

われるむら活き生きまつ

りも今年で 30 回目。

　お茶・椎茸・野菜など

の新鮮な自慢の特産品や

加工品、手芸品などがた

くさん並び、人気の高山ダムツアーなど京都府唯

一の村の魅力が詰まった村の一大イベントです。

　ステージイベントやテントブースでのイベント

など、世代を問わず楽しんでいただけます。

【と　き】　11 月 23 日（金・祝）

　午前 10 時～午後３時

【ところ】　南山城村総合グラウンド

【アクセス】　○ JR 関西本線「月ヶ瀬口駅」から

　送迎バスで約 10 分

○名阪国道「五月橋 IC」から約 20 分

○国道 163 号線今山交差点（月ヶ瀬口駅前）から

約 10 分

【問い合わせ】　南山城村役場産業生活課

　☎ 0743-93-0105

※重症者が重なり、診察できない場合があります。また、非当番日は救急の受け入れを行いません。

※二次救急（重症）の人が対象です。

水と歴史でつながる 伊賀・山城南
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12
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代
に
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忍者市を知る

　今回は東湯舟にある伊賀流忍術

の大家「藤
ふじ

林
ばやし

長
なが

門
との

守
かみ

」とゆかりの

ある手力神社で氏子総代を務める

伊室春利さんに話を聞きました。

　手力神社の御祭神は「天
あまの

手
た

力
ぢから

雄
おの

命
みこと

」で、正応年間

（1288 ～ 1292 年）に長野県にある戸隠神社の奥

社より勧
かん

請
じょう

し、この地に祀
まつ

ったといわれています。

　藤林長門守は、忍術の大家として服部半蔵、百
もも

地
ち

丹
たん

波
ばの

守
かみ

と並び称されており、東湯舟に砦を築きまし

た。「冨
ふ

治
じ

林
ばやし

家由緒」によると、長門守は戦国大名の

今川家に仕えていた時、後に武田信玄の軍師となる

山本勘助から火の術や謀略などを教わったそうです。

　東湯舟は甲賀との国境のため、頻繁に小競り合い

が起こり、その中で藤林一族が忍びを組織していっ

たと思われます。個人として火の術や謀略などに長

けた能力を持つ人はいましたが、組織として行動し

たのは、伊賀・甲賀の忍者がはじまりではないでしょ

うか。

　当時は毎日生きる

か死ぬかの世界なの

で、日々手力神社で祈

願していたのでしょ

う。その時に、手筒花

火、狼
の ろ し

煙のような煙火

を奉納して戦勝祈願を

していたことが、手力

神社の花火のはじまりではないかと伝えられていま

す。煙火の技術は受け継がれ、大正時代までは氏子

が煙火を作って奉納していました。今でも毎年 10

月 17日に花火を奉納しています。火の術を得意と

した藤林一族ゆかりの神社として、これからも地域

の伝統を引き継いでいきたいと思います。皆さんも、

一度訪れてみてください。

【問い合わせ】

　観光戦略課　☎ 22-9670　ＦＡＸ 22-9695

―手力神社の花火と忍者―

▲甲賀郡奉行惣・伊賀奉行惣連署起請文（部分）

▶
冨
治
林
家
由
緒

▲手力神社と奉納煙火


